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委員長 事務局長 

分類 保存期間 文書番号   

種 永年 ５６ 

総 務 常 任 委 員 会 記 録 

日 

時 
令和 ３年 ３月１２日（金） 

開会 

閉会 

午前 ８時５９分 

午後 ０時２７分 

会 

場 

総合保健福祉セ

ンター２階会議

室１ 

出 

席 

者 

 委 員 長 土居 信一    副委員長 大﨑  稔 

 委  員 豊島美代子    委  員 宮田 志野 

 委  員 海地 雅弘    委  員 大﨑 宏明 

 委  員 吉野 寛招    委  員 松田  健 

市 

側 

出 

席 

者 

 副 市 長（ 松岡 哲也 ）  会計管理者兼会計課長（ 國澤  豊 ） 

 総 務 課 長（ 梅原健一郎 ）  企画政策課長（ 北川 幸一 ） 

 プロジェクト推進室長（ 奥田 史雄 ）  元気創造課長（ 西森 茂幸 ） 

 人権交流センター所長（ 西田  功 ）  地震・防災課長（ 久万 敏幸 ） 

 税 務 課 長（ 宮本 良二 ） 

 

【事務局】局長：小野 昌司 次長 池田知佐子 

欠 

席 

者 

 なし 

記 

録 

者 

池田知佐子 

議    題 

（１）市議案について 

 市議案第 ２号 須崎市まち・ひと・しごと創生推進事業基金条例の 

         制定について              原案可決 

 市議案第 ３号 須崎市債権管理条例の制定について    原案可決 

 市議案第 ６号 須崎市個人情報保護条例の一部を改正する条例につ 

         いて                  原案可決 

 市議案第 ７号 須崎市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁 

         償支給条例の一部を改正する条例について 原案可決 

 市議案第 ８号 須崎市一般職員の給与に関する条例の一部を改正す 

         る条例について             原案可決 

 市議案第１７号 専決処分の承認について《分 割》    原案承認 

 市議案第１８号 令和３年度須崎市一般会計予算について《分 割》 

                             原案可決 

 市議案第１９号 令和３年度須崎市巡航船事業特別会計予算について 

                             原案可決 
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 市議案第２０号 令和３年度須崎市バス事業特別会計予算について 

                            原案可決 

 市議案第２９号 令和２年度須崎市一般会計補正予算（第１１号）に 

         ついて《分 割》            原案可決 

 市議案第３０号 令和２年度須崎市バス事業特別会計補正予算（第２ 

         号）について              原案可決 

 

（２）請願・陳情について 

 陳 情第２２号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める陳情 採  択 
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総務常任委員会記録《令和３年 ３月１２日》 

 

○午前 ８時５９分 開議 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○土居委員長＝皆さん、おはようございます。 

 ただいまより総務委員会を開議いたします。 

 松田委員より所用のため少し遅れるという連絡をいただきました。 

 それでは、なお、議事の進行に当たりましては、挙手により、委員長の許可を得

てから発言を行うようにお願いをいたします。 

 これより議事に入ります。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２号 須崎市まち・ひと・しごと創生推進事業基金条例の制 

定について 

 

○土居委員長＝市議案第２号須崎市まち・ひと・しごと創生推進事業基金条例の制定

についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝おはようございます。 

 それでは、市議案第２号須崎市まち・ひと・しごと創生推進事業基金条例の制定

について、御説明を申し上げます。議案書３ページ、４ページでございます。 

 本条例は、まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する法人からの寄附、い

わゆる企業版ふるさと納税及びまち・ひと・しごと創生推進事業への寄附のうち、

当該年度の事業に充当できない場合、後年度の事業に寄附金を活用するため、一旦

基金に積み立てる必要があることから、今回基金を設置しようとするものです。 

 条例の内容でございますが、第１条で設置について、第２条で積立てについて、

第３条で管理について、第４条で運用益金の処理について、第５条、処分について

は、須崎市まち・ひと・しごと創生推進計画に基づき実施された事業の財源につい

て充てる場合に限るとしております。そして、第６条で委任規定について定めてお

ります。 

 なお、附則として、この条例は公布の日から施行することといたしております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 
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 ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３号 須崎市債権管理条例の制定について 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第３号須崎市債権管理条例の制定についてを議題

といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○梅原総務課長＝改めまして、おはようございます。市議案第３号須崎市債権管理条

例の制定につきまして、御説明をいたします。議案書５ページから１０ページでご

ざいます。 

 本議案は、債権管理の一層の適正化及び効率化を図るため、市の債権の管理に関

する事務の処理につきまして、一般的基準その他必要な事項を条例に制定しようと

するものでございます。 

 ６ページ、第１条でございますが目的を、第２条で定義といたしまして用語の意

義を定め、第３条で他の法令との関係、第４条で市長の責務、第５条で台帳の整備、

第６条で滞納者に関する情報の利用について規定し、第７条、第８条では債権回収

のため必要な督促、滞納処分等について、第９条では非強制徴収債権に係る強制執

行等取らなければならないことについて定めております。第１０条では履行期限の

繰上げ、第１１条では債権の申出等を定め、第１２条から第１４条では非強制徴収

債権の徴収停止、履行延期の特約等及び免除について、続いて第１５条では債権放

棄について規定することといたしております。また、第１５条第２項では非強制徴

収債権放棄に関しまして、議会への報告を義務づけるとともに、第１６条では委任

について規定することといたしております。 

 なお、附則といたしまして、この条例は令和３年４月１日から施行することとい

たしております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 
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○豊島委員＝一般質問でもこの問題についてしましたが、ちょっと例えば第６条です

ね、条例についてお聞きをしたいとこですが、第６条です。この滞納者に関する情

報の利用ということでは、現在、どんなふうになっているでしょうか。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝関係機関、実施機関というのは、いわゆる須崎市のことで、この中

で情報の共有を図ることについて既にされているということにはなりまして、例え

ば生活保護の関係と税の関係ですとか、そういうことはそれぞれ情報共有は図れる

ようにはなっております。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝それで、ずっと以前からのことですけど、それ以外のものももっと情報、

いわゆる市債権や含めてですよね、滞納者の一人の方がこの部分だけ滞納している

というふうなことじゃなくて、この部分も滞納している、この税目も滞納している

というふうな傾向があろうかと思うから、そういったほかのところについての情報

の共有で、一緒になって働きかけをすると、そういう必要があるんじゃないかとい

うようなことは以前にも何回か述べてきたとこですけど、そこは現在はどうなって

ますか。さっき限られたような項目の範囲にとどまっているんでしょうか。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝例えばということでございまして、全体的に複数に滞納はまたがっ

ているということの情報共有はできてるというふうに認識してます。それは税に限

らず、国保でもそうですし、そうした私債権も、公債権も含めて、そういう情報は

共有できていると。ただ、その一緒の働きかけが、課をまたがって一緒に訪問した

り督促したりということがあるかどうかということについてはちょっと、全部が全

部できている状況ではないというふうに考えてます。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝こういうふうな形で後について出てきます、債権放棄もしましょうとい

うふうなことに至っていくわけですから、私債権も含めてね。だから、徴収をどう

するかっていうふうなことを、これを機会にさらに詰めていくと、そういう体制も

含めて、必要があるんじゃないかなというふうに思います。例えば自治体によって

は債権管理課みたいな、係みたいな、何かこう、そういうような組織をつくってい

るところもあるかと思いますが、そんな新たな、何ていうか、取組の必要性もある

んじゃないかと思いますけど、ここはどうでしょうか。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝具体的な取組は、本会議でも申しましたように、滞納整理本部でも

議論はされるということにはなるかと思いますが、ただ、令和２年度につきまして

も、政策推進会議の中で税務課のほうでも一定、収納を一元化できないかというよ

うなところの取組とか、そういう話合い、協議もされておりますので、少しずつそ
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うした形で効率化も図っていけるんじゃないかなというふうに思ってます。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝それね、ぜひ必要だと思います。 

 それと、例えば第９条の１項、強制執行等のところで、担保の付されている非強

制徴収債権に対して担保を処分し、もしくは競売その他の担保権の実行の手続を取

り、または保証人に対して履行を請求することとありますけれども、現在どうなっ

ているか。もう一つ、第１０条の市長は市の債権について、履行期限を繰り上げる

ことができる理由が生じたときはと、こうあるんですけど、どういった場合が考え

られるのか、お聞きします。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝まず、第９条第１項第１号につきましては、現在も住宅新築資金等

貸付金につきましては、結局市のほうで抵当を入れておりますので、結局それに基

づいて競売をかけているということで、担保にされている非強制徴収権の競売とい

うことにつながっていると。 

 それと、第１０条につきましては、資力が著しく回復したりとか、何か一時期的

なお金が入って、それが債権に充てれるというような事情ができたときはというふ

うなことを想定しております。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１１条ですが、１１条、債権。 

〔「１１条ってことですか。」と呼ぶ者あり〕 

○豊島委員＝１１条、債権の申出等の中で４行目、市長は市の債権を保全するために

必要あると認めるときはと、こうあるわけですけど、どんな場合が考えられますか。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝これ前項で、例えば強制執行または破産手続の開始を受けた場合に

おいてということ以外にということでございますけれども、この点につきましては、

ちょっと今のところ具体的にこういう内容であるということは、私のほうではちょ

っとお答えできるものではございませんが、こうした場合が想定されるということ

があるということで、条例としてきっちり補完しておく必要があるという意味での

項目としております。 

○豊島委員＝あと１点。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１２条の第４項の強制執行の措置により、最後のほうで、債務者の日常

生活状況を著しく損ねるとき、著しく損ねるというところは、基準はどういうこと

でしょうね。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝著しく損ねるということでいきますと、生活が成り立たないところ



令和 ２年度 ３月定例会 総務委員会 

 

8 

まで回収債権を回収するということになると思います。その基準といたしましては、

明確に月額幾らであるとか、人それぞれになってくると思いますので、その方々の

日常生活に、状況に応じたことになるかとは思っております。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝これ、私、全体的に厳しく取り立てなさいと、本当に生活が苦しい人ま

でとても行政的に取り立てなさいという意味で言ってるわけじゃないのです。例え

ば非常に気になったのは、一般質問で総務課長がこういった滞納が大きいような状

況、あるいは最近いろんな意味で介護保険料なんかまで滞納額増えてきているわけ

なんですけど、それは何でこんなに増えたと思いますかっていうときに、滞納して

いる人の生活状況の変化じゃないかと、経済状況の変化じゃないかという捉え方で

はいかんと思うんですよね。そんなふうに高過ぎる保険料であったり、特に住宅新

築資金の問題なんかについては、明らかに今まで貸し付けたときに貸付方にも問題

があったって市のほうが責任認めているわけですね、いろんな機会に。いろいろ手

落ちもありましたよと、急いでその事業進めようとしたゆえに、お金を借りた人が

保証人にもなったりとか、そんな事情があったというのは行政がちゃんと認めてい

るわけですから、やっぱりそういうことにも照らし合わせながらその原因がどこに

あったかというのも、また振り返りながらですよね。しかし、しかし、取りあえず

お金がある人からはちゃんと回収していただくと、そして整理をしていくと。もう

どうしても無理な状況になれば、そのことが、その経過が市民に説明ができるとい

う状況をつくっていくということが非常に大事なことじゃないかなと。市民が不公

平感を抱かないというふうなことにおいては非常に重要なことではないかなという

ふうに思うところですけれども、今回これを制定をすることによって、何を期待を

されるのかっていうふうなことについて、ちょっと全体的に、副市長、どんなふう

にお考えでしょうか。 

○土居委員長＝副市長。 

○松岡副市長＝委員のおっしゃることは分かります。ただ、個々の事情というのがす

ごくありますので、市民の方が全て御理解いただけるような個々の出し方はできま

せんけども、当然言われたことは職員も意識してやってますし、マニュアルに沿っ

てもちゃんと、今現状、この人がどこにあるか、今後どうするかというのは各課で

もちゃんと協議をしてると私認識してますので、そこを意識して引き続きやってい

きたいと。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝何でこんなにコロナの経済状況が厳しいときにこれをつくってくるのか

と私思いましたね、正直ね。これをつくったからいうて、即物事が、今までの須崎

市の取り組みが変わるということではないでしょうけれども、もう少し手前か、も

っともっと先か、経済状況が落ち着いたときにこの条例案が出てきたらよかったな
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というふうに思ったところなんですけれども、でも、やっぱり現在には、現状とし

ては特に住宅新築資金の問題とか住宅使用料の問題とかっていうのは、人数も金額

も多額の人が、金額が多額な人が一定人数おったということで、それらについては

本当にやっぱり職員の手が足らないというふうなことも一つの大きな要因だったと

思いますので、一般質問でも申し上げましたように、もちろん高幡の債権管理機構

がどう考えるか分かりませんけれども、そこに移管する方法というふうなものもぜ

ひ検討していただきたいというふうなことを申し上げておきます。 

○土居委員長＝副市長。 

○松岡副市長＝今回の管理条例も、いろいろコロナの影響とか、市民生活もいろいろ

影響を受けてる部分はありますけど、あくまでも目的は適正な管理をちゃんと行政

としてもやっていくという趣旨ですので、そこは御理解いただきたいと。 

○土居委員長＝ほかにございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第６号 須崎市個人情報保護条例の一部を改正する条例につい 

て 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第６号須崎市個人情報保護条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○梅原総務課長＝それでは、市議案第６号須崎市個人情報保護条例の一部を改正する

条例についてにつきまして御説明いたします。議案書１８ページ、１９ページをお

願いします。 

 本議案は、令和３年度から小・中学校におきまして、１人１台の端末を活用し、

高知県が構築予定の学習支援プラットフォームの利用が開始される予定となってお

りまして、当該システムでは児童生徒が自由記述によりまして情報を入力すること

があることから、当該学習情報の中に児童生徒の個人情報または要配慮個人情報が

混入することによりまして、この混入することそのものが個人情報の取得に該当す
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る可能性があるため、事前に保護者に収集する情報の種類と使途を説明し、情報の

収集を許可するかどうか選択する機会を設けるため、高知県個人情報保護条例に倣

いまして、本人の同意があるときに要配慮個人情報を取得できる規定を追加すると

ともに、人の生命、身体もしくは財産の保護または犯罪の防止のため、緊急かつや

むを得ない理由があると認められるときの２号を追加することによる一部改正を行

うものであります。第８条第２項を改めまして、第１号及び第３号の規定を新たに

追加することといたしております。 

 なお、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行することといたしてお

ります。以上です。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第７号 須崎市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償 

支給条例の一部を改正する条例について 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第７号須崎市特別職の職員で非常勤の者の報酬及

び費用弁償支給条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○梅原総務課長＝それでは、市議案第７号須崎市特別職の職員で非常勤の者の報酬及

び費用弁償支給条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 議案書２０ページから２２ページでございまして、本議案は、県内自治体の状況

なども踏まえまして、長期間据置きとなっております選挙管理委員会委員長、選挙

管理委員会委員、監査委員、農業委員会会長、農業委員会委員、農地利用最適化推

進委員の報酬につきまして見直しを行い、須崎市特別職の職員で非常勤の者の報酬

及び費用弁償支給条例の一部を改正しようとするものでございます。 

 ２１ページでございます。まず、第１条で選挙管理委員会委員長、それから選挙

管理委員会委員、監査委員の報酬をそれぞれ１，０００円引き上げるとともに、農
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業委員会会長、農業委員会委員、農地利用最適化推進委員につきましては、農地利

用最適化に係る補助金の活用を図り、さらに活動を後押しするための能率給につき

まして、市長が別に定める額を支給できるよう、改正を行うものでございます。 

 また、第２条では、農業委員会会長職務代理者を追加いたしまして、月額を２万

２，０００円とするとともに、農業委員会委員、農地利用最適化推進委員の月額を

１万８，０００円に改めるということにいたしております。 

 なお、附則といたしまして、この条例は令和３年４月１日から施行することとし

まして、第２条の規定につきましては、農業委員会総会で新たに役員が選出される

令和３年５月１７日から施行することといたしております。以上でございます。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 大﨑さん。 

○大﨑（稔）副委員長＝この議案に対しましては、反対するものではございません。

今までも何度か特別職の報酬の見直しということは提案もさせていただいた経過も

あるんですが、この提案に至るまでの手続がどういうふうに取られたのかというこ

とと、常勤というか、特別職には例えば市長、副市長、教育長、それから私たち議

員も含まれると思うんですが、その中で市長、副市長、教育長については、特に、

議員も、いわゆる従来の報酬よりカットされた状態でもう長年続いてきておるとい

う現実があるわけですが、このことについても協議されたのかどうか、その２点、

説明を願いたいと思います。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝まず最初に、特別職の、先ほど大﨑稔委員さんからご紹介がありま

した市長、副市長、教育長、それから議員の皆様、これのことにつきましては、報

酬等審議会がございまして、本来そこで審議をされるものなんですが、その他の、

今日条例審議いただいております農業委員さんなり選挙管理委員さんというのは、

特に何年に１回見直すとか、どの期間で審議するとかいうことが実は決まってませ

ん。これにつきましては、それぞれの事務局から長年改定がされていないこと、そ

れから、長年報酬の引上げの要望がありましたことなどをずっと話がされておりま

して、今回、この３つにつきまして一緒に審議をしたというか、調査をして、引上

げについて検討したと。検討の段階では、各課、各局のほうで検討いただいた内容

を、副市長はじめ、関係各課の長と一緒に審議をいたしまして、この程度が適当で

あろうということで、最終的に市長に決裁をいただいたという形で審査をしたとこ

ろです。 

○土居委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 
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 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第８号 須崎市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する 

条例について 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第８号須崎市一般職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○梅原総務課長＝市議案第８号須崎市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について御説明いたします。議案書２３ページ、２４ページでございます。 

 本議案は、令和３年度から職員駐車場使用料を徴収するに当たりまして、給与の

一部控除で対応するため、須崎市一般職員の給与に関する条例の一部を改正するも

のであります。須崎市一般職員の給与に関する条例の１８条の３第１項に第７号と

して、職員が利用する駐車場の使用料の額を追加するものでございます。 

 なお、附則といたしまして、本条例は令和３年４月１日から施行することといた

しております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝月額５００円の、あるいは会計年度任用職員は月額４００円のこの金額

の根拠と、ほかの人との、ほかの人が間違ってそこに置くいうようなことがないの

かどうか、ちょっとその辺りどうなりますでしょうか。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝まず、５００円の根拠につきましては、今、駐車場を利用しようと

いう希望者が約２１０名、２００名から２１０名おりまして、月額５００円で１０

万が１２か月で１２０万円、これが第４駐車場、第５駐車場の賃借料が大体年間約

１００万ぐらいかかっておりまして、それと、管理のための一定の金額を徴収する

ということでの金額になっております、１２０万円程度。 

○土居委員長＝ほかに御質問は。 
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○  〔「ほかにあるんやないかということ答えてない。」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝そのほかの人というのはどういう人を指しておられるのか……。 

○豊島委員＝一般市民です。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝駐車場の今度新しく区画線をもう一度きれいに引き直した上で、こ

こは職員有料駐車場ですよという看板を立てるようにいたしております。それで管

理するようにしておりますが、そこで、なお、間違って置かれる方がいらっしゃっ

たら、総務課の管財係のほうでそのお客様に移動してもらう等々の対応をなさらな

ければいけないというふうに考えております。 

○土居委員長＝ほかに御質問は。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１７号 専決処分の承認について《分割》 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第１７号専決処分の承認についてのうち、当委員

会付託分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝それでは、市議案第１７号専決補正予算のうち、元気創造課の

担当分について御説明を申し上げます。 

 補正予算書の６ページでございます。第７款商工費第１項商工費第３目商工振興

費７，０００万円の補正は、地方創生臨時交付金によりまして、須崎市事業者経営

支援給付金の給付を行うための事業費でございます。 

 内訳といたしましては、需用費として５万円、郵送料としての役務費１８万円の

ほか、給付金分として負担金補助及び交付金６，９７７万円の総額７，０００万円

を計上いたしたものでございます。 

 昨日、３月１１日現在の対象事業者数は７８９事業者、このうち申請書を受理い

たしまして審査の上で交付を決定した事業者数は１３０事業者、これに対する給付
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金額は１，８８６万円が途中経過となっております。以上です。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり承認すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１８号 令和３年度須崎市一般会計予算について《分割》 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第１８号令和３年度須崎市一般会計予算について

のうち、当委員会付託分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○梅原総務課長＝それでは、市議案第１８号令和３年度須崎市一般会計予算につきま

して、総務課所管分を別冊令和３年度当初予算主要事業説明書により御説明をさせ

ていただきます。 

 ７ページをお願いいたします。第１款議会費、細目０１議員人件費は、１５人分

の議員報酬、期末手当、共済費で８，６２３万９，０００円となっております。 

 ８ページ、細目０３議会運営費は、議会活動に要する経費で６００万５，０００

円。内訳は、講師謝礼報償費や旅費、議長交際費、需用費、役務費、会議記録反訳

や議会だより委託料、使用料、全国市議会議長会負担金や政務活動費など負担金補

助及び交付金となっております。 

 続きまして、９ページ、第２款総務費第１項総務管理費第１目一般管理費の細目

０３会計年度任用職員雇用経費といたしまして、報酬、手当、共済費、災害補償費、

旅費の合計３，７８１万９，０００円となっております。 

 次、１０ページです。細目０４総務管理費につきましては、１，７２１万７，０

００円で、市民表彰をはじめ、総務全般経費でありますが、公共施設の総合管理計

画改定委託料が新たに増額となりますが、令和２年度策定完成の個別施設計画策定

業務委託料が皆減となるため、全体としては４４９万５，０００円減となっており

ます。 

 １１ページ、細目０５職員研修費は、職員の資質向上のための研修に要する経費
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でありまして、前年度より１２５万６，０００円増の５３４万円となっております。 

 １３ページで、細目０７例規管理費でございます。データベース及び紙媒体での

例規システムの管理に関する経費といたしまして、委託料及び使用料等で３９６万

９，０００円でございます。 

 次に、ちょっと飛んで、１６ページをお願いいたします。第３目財政管理費、細

目０１財政管理費５５３万６，０００円につきましては、主に地方公会計更新業務

委託料３２５万及び財務会計システムリース料に係る使用料及び賃借料１７９万８，

０００円となっております。 

 次に１８ページでございます。第５目財産管理費、細目０１市有財産管理費７，

４３６万円は、市有財産管理に要する経費で、庁舎の光熱水費や修繕料、電話料、

清掃、夜間受付業務となっておりまして、例年より大幅増につきましては、本庁舎

屋上の防水改修及び太陽光発電設備の撤去工事費の計上によるものでございます。

その他内訳につきましては、需用費で１，５８０万円、役務費７０１万１，０００

円、委託料１，６０９万３，０００円、使用料及び賃借料２０７万７，０００円で

ございます。 

 １９ページ、細目０３公用車集中管理費は、総務課で管理する２７台分の需用費、

役務費、公課費の合計５２１万１，０００円となっております。 

 ２０ページ、細目０４施設等整備基金積立金１億５，００４万３，０００円は、

給食センター整備費及び公共施設の老朽化対策のために積立てに要する経費でござ

います。 

 次、ページ飛ばしていただきまして、４５ページまで。第８目交通安全対策費、

細目０１交通安全対策費２２０万２，０００円は、交通安全指導員報償をはじめ、

交通安全対策に係るソフト事業に要する経費となっております。 

 ４６ページ、細目０２交通安全施設整備費３５０万円は、カーブミラーやガード

レール等の交通安全施設の設置、修繕等に係る経費になっております。 

 ４７ページ、第９目諸費、細目０１防犯対策経費は、各種会議負担金ほか防犯灯

設置補助金で３３２万９，０００円となっております。 

 次に、６６ページまで飛んでいただきまして、第２款総務費第４項選挙費第１目

選挙管理委員会費は、選挙管理委員会委員報酬をはじめ、選挙管理委員会の事務等

に要する経費５２万１千円となっております。 

 ６７ページ、第２目選挙常時啓発費、細目０１選挙常時啓発費１１万２，０００

円は、明るい選挙推進協議会に要する経費となっております。 

 ６８ページ、細目、衆議院議員選挙費は、令和３年１０月任期の衆議院議員選挙

の執行に伴う経費で、１，７８６万１，０００円となっております。 

 次の６９ページ、第５項統計調査費第１目総計調査総務費、細目０２学校基本調

査費は１万１，０００円、７０ページ、細目０７経済センサスは２１４万６，００
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０円となっております。 

 次に、７１ページ、第６項監査委員費第１目監査委員費、細目０２監査委員費３

６０万８，０００円は、２名の監査委員及び会計年度任用職員の報酬はじめ、監査

の実施及び監査委員事務局に要する経費となっております。 

 総務課所管分は以上でございます。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝それでは、企画政策課所管分について御説明を申し上げます。 

 同じく１４ページをお願いいたします。個人番号カード交付関連事業費は、個人

番号カード交付に関する事務委任をしている地方公共団体情報システム機構への負

担金５０３万９，０００円となっております。 

 次に、１５ページをお願いします。文書広報費は、広報「すさき」の発行等に要

する経費でございます。主な内容は、広報の配布に御協力をいただいております各

自治会等の連絡員の報償費として２００万円、県議会だより・県政だよりの折り込

み、配布手数料など役務費６９万６，０００円、広報編集、印刷に要する費用及び

シルバー人材センターへの配布委託料として６３０万円となっております。 

 続きまして、２１ページお願いします。２１ページ、企画費の主なものでは、委

託料６４０万円は須崎市全域の公共交通に関する計画を策定する地域公共交通計画

策定委託料。負担金補助及び交付金１，２９２万３，０００円では、高幡広域市町

村圏事務組合負担金４３１万円、中土佐町廃止代替バス利用負担金４０万円や、高

陵交通が運行しております須崎梼原線と須崎土佐市線への補助金７５０万円及び多

ノ郷北部地域でのデマンド型乗合タクシーへの事業費補助５０万円となっておりま

す。 

 次に、３２ページをお願いします。まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業費

は、総合戦略の中の産業振興計画に掲載されている事業についての補助金で９００

万円と、郵送料等に係る役務費。 

 次は３４ページをお願いします。すさきがすきさ奨学金返還支援事業費では、奨

学金の返還の一部を助成する事業で、３０名分３６０万円となっております。 

 次に、４０ページ、私立学校施設整備支援事業費は、明徳義塾中・高等学校が本

市に整備した寄宿舎への補助金でございます。令和３年度は２，０００万円の補助

を見込んでおります。 

 次に、４３ページ、情報管理費５，０１１万２，０００円は、情報システムの維

持管理、更新等に要する経費で、主なもの、役務費１７２万６，０００円は県内自

治体と県を結ぶ回線や本庁と出先機関を結ぶ回線接続に要する経費となっておりま

す。委託料は１，６３５万６，０００円では、ネットワーク関連の保守費用や機器

障害時サポート、電算業務の専門的な技術支援をいただくためのサポート費、また、

高知県セキュリティークラウドが来年度新しくなりますので、その移行に伴う委託
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料、そのほかホームページの保守管理やウイルス対策となっております。使用料２，

５８７万９，０００円では、県の情報セキュリティークラウドの利用料や庁内での

情報共有を行うグループウエア使用料、職員の業務端末リース料となっております。

負担金補助及び交付金は、個人番号業務に係る自治体の中間サーバーの利用負担金、

県情報セキュリティクラウド負担金となっております。 

 続きまして、４４ページ、共同型住民情報システム運営事業費５，３０９万円で

は、住民情報システム帳票印刷サービス委託料で８８３万６，０００円、住民情報

システムの使用料４，４１５万円となっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝元気創造課所管分につきましては、２２ページからでございま

す。 

 初めに、カワウソのまちづくり事業費の１３万４，０００円につきましては、自

然環境の保全及び意識の向上を図るために実施いたしております野外博物館事業並

びに市内小・中学校との連携事業を実施するため、ＮＰＯ法人四国自然史科学研究

センターへの業務委託に係る委託料１２万円と、事務経費として消耗品等の需用費

１万円、郵送料として役務費が４，０００円となっております。 

 次に、２３ページ、まち全域がサービスエリア構想推進事業費１００万円は、Ｓ

ＡＴ構想推進補助金からの継続しておるものでございまして、１件当たり２０万円

を上限として補助を行うことといたしております。 

 次に、２４ページ、すさきがすきさ応援事業費６億６，７４７万円につきまして

は、ふるさと納税の業務に関する事務経費及び返礼品発送等委託料となっておりま

して、事務経費の内訳といたしましては、事業者向け研修の講師謝金として報償費

が１５万円、旅費２５万円及び消耗品費、印刷製本費等需用費８万３，０００円、

郵送料、各ポータルサイト及びそれぞれのクレジット公金決済の手数料など役務費

７，７５５万２，０００円、返礼品発送等に係る委託料５億８，９４１万５，００

０円、自治体連携負担金が２万円となっております。 

 続きまして、２５ページ、すさきがすきさ応援基金積立金につきましては、寄附

金額からふるさと納税事業に係る必要経費を差し引いた５億３，２７４万８，００

０円を見込んでおります。 

 次に、２６ページ、移住促進等集落維持・再生事業費１，８１３万７，０００円

につきましては、ＮＰＯ法人暮らすさきへの移住促進事業委託料９６１万８，００

０円、負担金補助及び交付金として、住宅改修補助金等が５４７万２，０００円、

東京２３区からの移住支援補助金として２００万円、移住相談会や自治体連携相談

会への旅費が３３万２，０００円、管理物件賃借料を含む使用料及び賃借料が４４

万４，０００円となっております。 
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 次に、２７ページ、集落支援員配置事業費４９４万３，０００円につきましては、

安和地区集落活動センターの運営に係る集落支援員配置のための経費でありまして、

内訳は、報酬、手当として３０７万３，０００円、共済費４９万５，０００円及び

事務経費として旅費、需用費、役務費、使用料、備品購入費等の合計で１３７万５，

０００円となっております。 

 なお、令和３年度より新荘公民館から安和地区に係る公民館業務を分離すること

といたしておりまして、集落支援員を１名増員する予定でございます。 

 次に、２８ページ、須崎的文化創造戦略事業費１７８万円につきましては、須崎

ビジネスプランコンテストに関する経費並びに未来塾修了生向けの研修講師謝金等

でございます。 

 次に、２９ページ、すさき街角ギャラリー運営費１，１３４万６，０００円につ

きましては、主に指定管理の委託料として１，１１０万円となっておりまして、そ

の他の経費では、駐車場借り上げに係る賃借料が１８万円、備品購入費が６万６，

０００円となっております。 

 次に、３０ページ、芸術のまちづくり事業費６００万円につきましては、９回目

となります現代地方譚アーティスト・イン・レジデンス須崎実施のための実行委員

会への補助金でございます。 

 続きまして、３１ページ、マスコットキャラクター事業費４，０６８万６，００

０円は、しんじょう君の活動に伴う各種事業経費及びご当地キャラまつりへの補助

金となっております。内訳でございますが、しんじょう君事業の外部委託料として

３，２２０万円、負担金補助及び交付金８００万６，０００円はご当地キャラクタ

ー協会への負担金６，０００円とご当地キャラまつり実行委員会への補助金８００

万円となっております。 

 次に、３５ページに移りまして、地域おこし協力隊費でございますが、元気創造

課所管分として、３名分の報酬、共済費、住居の家賃等で合計１，０３８万９，０

００円となっております。 

 ３６ページ、地域おこし協力隊活動費といたしまして２６９万８，０００円であ

りますが、その内訳は、旅費７４万２，０００円、消耗品、印刷製本費、燃料代等

の需用費９８万８，０００円、役務費が１４万２，０００円、車両のリース費用や

高速道路の通行料として使用料及び賃借料が５２万６，０００円、備品購入費２０

万円となっております。 

 次に、３９ページ、移住者向けデザイナーズ住宅モデル事業費９３２万４，００

０円は、市が空き家所有者と賃貸借契約を締結した上で、移住者の御要望を取り入

れながら空き家を改修するものでございます。 

 次に、少し飛びますが、５０ページ、第１１目コミュニティ推進事業費４６２万

８，０００円は、各地域の集会所の改修等に対する補助金２００万円と、妙見山交
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流会館の電気料、水道料として５万３，０００円、浄化槽の維持管理費として７万

５，０００円、また、集落活動センターあわの備品整備を行うため、宝くじ助成の

活用を検討いたしておりまして、２５０万円を予算計上いたしております。 

 続きまして、また飛びまして、２５３ページ、第７款商工費第１項商工費第２目

商工振興費の商工振興費４，０３３万１，０００円の内訳は、旅費１万円、消耗品

費やコピー代等の需用費として１７万円、郵便料や浄化槽保守点検のための役務費

が１５万４，０００円、有料道路通行料あるいは駐車場使用料として使用料及び賃

借料が１万２，０００円、負担金補助及び交付金３，９９８万５，０００円は、高

知県産業振興推進総合支援事業費補助金、１０分の１０でございますが、これを活

用して、水産事業者が加工場整備を行うための補助金３，９６０万５，０００円と

優良従業員市長表彰負担金３万円及び須崎の魚まつり事業費補助金３５万円となっ

ております。 

 次に、２５４ページ、道の駅管理運営事業費４８９万９，０００円でございます

が、施設全般の修繕料として、需用費を２００万円、エレベーター、空調設備清掃

など、道の駅管理運営委託及び道の駅屋外公衆トイレ清掃業務委託など２７５万７，

０００円、その他、道の駅連絡会負担金７万円となっております。 

 続きまして、消費者行政関係でございますが、２５５ページ、地域社会における

消費者問題解決力の強化に関する事業費１０３万４，０００円は、消費者問題に関

する高齢者向け研修会や出前講座の開催のほか、チラシやパンフレットの配布等に

より啓発を図るためのものでございまして、研修会講師謝金が５万１，０００円、

印刷製本費用として需用費が７９万３，０００円、チラシ等の折り込み配布手数料

として役務費が１９万円となっております。 

 次に、２５６ページの消費生活相談員等レベルアップ事業費５５万３，０００円

は、消費生活相談員及び担当職員のレベルアップを図るための研修に要する旅費と

して４８万４，０００円、高速道路や駐車場の使用料として４万円、研修受講に係

る負担金が２万９，０００円となっております。 

 次に、２５７ページ、消費生活相談体制整備事業費２０９万２，０００円は、消

費生活相談員の人件費として、報酬手当が１８０万４，０００円、共済費２８万８，

０００円であります。 

 ２５８ページの消費生活相談機能整備・強化事業費５万円は、参考図書の購入や

消費者行政に関する事務経費となっております。 

 次に、２５９ページ、第３目観光費でございます。観光費２，７０１万８，００

０円の内訳といたしまして、旅費、需用費、役務費等の事務経費を除き、主なもの

として、委託料２２３万８，０００円は、観光・防災Ｗｉ－Ｆｉ設備保守委託が２

３万８，０００円、観光漁業促進事業委託２００万円となっております。その他、

有料道路や駐車場の使用料が１万８，０００円、観光スポットへの多言語看板設置
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工事費として３５万円、負担金補助及び交付金は、高知県観光コンベンション協会

会費が５６万円、須崎まつり事業の補助金が４８０万円、観光協会補助金が１，３

００万円、特別交付税を用いまして雇用いたします地域おこし企業人の負担金が５

６０万円となっております。 

 次に、２６０ページ、体験観光推進事業費５５０万円は観光協会への委託料で、

教育旅行の受入れなど、体験型観光の推進に要する費用でございます。 

 次に、２６１ページ、国際交流員招致事業費６１７万９，０００円につきまして

は、フランス人国際交流員招致に要する経費でありまして、報酬、共済費として４

５３万９，０００円、旅費１０万円、需用費３３万円、使用料及び賃借料は家賃と

いたしまして１０８万３，０００円、住居火災保険料としての役務費が１万円、Ｊ

ＥＴプログラムに係る会費、傷害保険等負担金として１１万７，０００円となって

おります。 

 元気創造課分は以上でございます。 

○土居委員長＝会計課長。 

○國澤会計管理者兼会計課長＝それでは、会計課所管分の御説明を申し上げます。事

業説明書の１７ページをお願いいたします。 

 会計管理費としまして、会計事務に要する経費が需用費、役務費、使用料、各課

窓口での釣銭用としての貸付金の合計６７万４，０００円となっております。以上

でございます。 

○土居委員長＝税務課長。 

○宮本税務課長＝では、税務課所管分につきまして、同じく主要事業説明書の６２ペ

ージ、６３ページでございます。 

 まず、６２ページの１目税務総務費は、税務行政事務に要する経費で、前年度に

比べて６万３，０００円減の７９８万円を計上しております。内訳は、１０節需用

費に登記追録代など２３万円、１２節委託料に土地公図修正業務委託料２８万円、

標準宅地鑑定評価委託料６４１万３，０００円の合計６６９万３，０００円、１８

節負担金補助及び交付金には資産評価システム研究センターなど６団体の負担金１

０５万７，０００円を計上しております。 

 次に、６３ページの２目賦課徴収費は、市税の賦課徴収関連事務に要する経費で、

前年度に比べ３５２万４，０００円減の２，４６９万９，０００円を計上しており

ます。内訳は、例年の市県民税の申告時期の業務量増加に対応するため、会計年度

任用職員を雇用する経費として、１節報酬に１０８万９，０００円、４節共済費に

１６万７，０００円、８節旅費に、税務研修や徴収などの県外旅費１７万９，００

０円、費用代償１万６，０００円を合わせて１９万５，０００円、１０節需用費に

封筒などの印刷製本費や事務用消耗品費など、燃料代と修繕料で１４６万６，００

０円、１１節役務費に郵便料３３０万円、預貯金等照会手数料１５万４，０００円、



令和 ２年度 ３月定例会 総務委員会 

 

21 

市税口座振替手数料２０万円、法務局オンライン登記情報照会手数料が７万円増の

１１万６，０００円、軽自動車情報提供システム費用３４万１，０００円、コンビ

ニ収納手数料が１５万円増の８０万円、地方税ポータルシステム、ｅＬＴＡＸ、Ａ

ＳＰサービス利用料８７万２，０００円など、前年度に比べ１９万５，０００円増

の合計５８６万円、１２節委託料に地方税共通納税連携システム保守料３０万４，

０００円、申告データ送信ファイル作成機能保守料９万円の合計３９万４，０００

円、１３節使用料及び賃借料に高速道路通行料と駐車場使用料で１万３，０００円、

１８節負担金補助及び交付金では、負担金として租税債権管理機構負担金５１７万

３，０００円、研修会参加受講料４万８，０００円、給与支払い報告書共同印刷費

用負担金２万２，０００円、交付金として、軽自動車税環境性能割徴収取扱費交付

金で１４万１，０００円増の２２万５，０００円、合計で５４６万８，０００円、

２２節償還金利子及び割引料に還付金を１，０００万円、２６節公課費に、公用車

の車検に伴う重量税７，０００円を計上しております。以上でございます。 

○土居委員長＝地震・防災課長。 

○久万地震・防災課長＝失礼します。地震・防災課分について御説明いたします。５

１ページをお開きください。 

 ２款総務費１項総務管理費１２目防災対策費９１１万５，０００円。内訳といた

しましては、需用費に２９４万７，０００円、備蓄食糧等防災用品の購入費でござ

います。役務費２２２万４，０００円、防災・減災用保険制度に１２２万６，００

０円、衛星携帯電話料等であります。備品購入費１９０万円、災害用簡易式組立て

トイレ６基分の購入費でございます。負担金補助及び交付金１６４万３，０００円

は、消防防災ヘリ運航連絡協議会負担金が１５９万１，０００円等でございます。 

 ５２ページをお開きください。防災行政無線維持管理費８６７万７，０００円。

主な内訳としまして、需用費として６８万円は、防災無線電気料２８万円、戸別受

信機修繕料４０万円であります。保守委託料７６４万円、防災行政無線Ｊ－ＡＬＥ

ＲＴ、消防モーターサイレン保守点検委託料でございます。負担金補助及び交付金

１９万７，０００円、県防災無線運営費市町村負担分でございます。 

 続きまして、５３ページ、総合防災・避難訓練経費７０万円。秋に予定しており

ます訓練の経費でございます。 

 続きまして、５４ページ、自主防災組織活動支援事業費６００万円。自主防災組

織の活動に係る補助金でございます。 

 続きまして、５５ページ、地域防災体制整備支援事業費２８９万３，０００円。

前年度予算からの減額につきましては、昨年度計上しておりました須崎市国土強靱

化地域計画策定支援業務委託料の減分によるものであります。備品購入費２４０万

円は、防災拠点施設への災害時浄水装置と発電機購入費です。その他リーダー研修

会等の経費となっております。 
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 続きまして、５６ページ、木造住宅耐震化促進事業費４，９９５万３，０００円。

主な内訳といたしまして、委託料１７５万３，０００円は、耐震診断委託料と耐震

診断戸別訪問委託料でございます。負担金補助及び交付金４，８２０万円は、耐震

設計と改修費補助金でございます。 

 ５７ページ、都市防災総合推進事業費として２，１００万円。津波避難道の整備

費用で、委託料３００万円は安和地区避難道測量設計委託料、工事請負費１，８０

０万円は多ノ郷地区避難道整備工事費であります。 

 続きまして、５８ページ、建築物耐震対策緊急促進事業費２，６７２万７，００

０円。県が指定する緊急輸送道路沿道の建築物の耐震診断、耐震改修工事に関する

経費でございます。 

 ５９ページ、ブロック塀等耐震対策事業費２０５万円。ブロック塀の撤去改修補

助金でございます。 

 ６０ページ、老朽住宅等除却事業費８５８万５，０００円。避難の妨げとなる１

軒空き家を除去するための補助金でございます。 

 ６１ページ、避難所運営体制整備加速化事業２００万円。指定避難所の資機材購

入費でございます。 

 続きまして、２８８ページからをお開きください。２８８ページ、９款消防費１

項消防費１目常備消防費、高幡消防組合負担金として４億１，８５４万７，０００

円。消防本部と須崎消防署の運営経費でございます。 

 ２８９ページ、救急業務協定負担金２３０万円。浦ノ内東部地区への土佐市消防

署の救急応援出動に対する負担金でございます。 

 続きまして、２９０ページ、非常備消防費として２，６５９万９，０００円。主

な内訳は、消防団員の報酬に１，５５０万円、需用費４９０万３，０００円は新入

団員の装備品や消防学校教材費、消防用ホース、消防車両、屯所の修繕費、水道光

熱費等でございます。負担金補助及び交付金３６３万円、各協議会への負担金や操

法大会参加補助金などでございます。 

 ２９１ページ、消防防災設備整備事業費として２，８００万円。吾桑分団のポン

プ消防車を購入する予定でございます。 

 ２９２ページ、水防活動費として９２万円。水防団出動報酬７５万円、土のう袋

購入に１２万円などでございます。 

 ２９３ページ、県より受託しております海岸門扉管理委託料２３５万円でござい

ます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○土居委員長＝人権交流センター所長。 

○西田人権交流センター所長＝人権交流センターです。よろしくお願いします。 

 １１７ページをお開きください。３款民生費１項社会福祉費７目人権交流センタ
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ー費、細目２人権交流センター運営費１，１７３万５，０００円でございます。内

訳としましては、１節報酬４５８万円については、人権交流センター運営審議会委

員、地域福祉調整委員及び会計年度任用職員３名分の報酬として計上しています。

３節職員手当等９４万円及び４節教材費７１万５，０００円は、会計年度任用職員

３名に係る利用でございます。３節報償費の６５万７，０００円につきましては、

地域交流促進事業として、健康体操教室、料理教室、洋裁教室の講師代金でござい

ます。８節旅費４０万８，０００円は、研修会への県外出張旅費及び会計年度任用

職員の職員手当でございます。１０節需用費３９３万２，０００円につきましては、

電気料として２９０万円、修繕料として６０万円を、その他事務消耗品や燃料費等

４３万２，０００円を計上しております。１１節役務費は郵便代や電話料などで４

０万４，０００円。１３節使用料及び賃借料９万９，０００円は、有料道路の通行

料などでございます。 

 次ページ、１１８ページ、細目３人権交流センター管理費１６４万円でございま

す。１０節需用費８万２，０００円は、公用車の車検代及び消火器内液の交換費用

で、前年度は事務室照明ＬＥＤ化とセンター和室畳替え４７万３，０００円を計上

していたため、３９万１，０００円の減額となっております。１１節役務費８万４，

０００円は公用車車検の際の手数料などでございます。１２節委託料６２万８，０

００円は、センターの清掃や浄化槽関係の委託料などでございます。１４節工事請

負費７２万６，０００円は、トイレの洋式化の改修工事のため、計上しております。

１８節負担金１１万３，０００円につきましては、高知県隣保館連絡協議会などの

負担金で、２６節公課費７，０００円は車検時の自動車重量税でございます。 

 次ページ、１１９ページ、細目４人権対策費５３万５，０００円につきましては、

７節報償費２万５，０００円は人権作文発表会の際の記念品代、１１節役務費３，

０００円は郵便代、使用料及び賃借料２万３，０００円は送迎タクシー代など、１

８節負担金４８万４，０００円は高知県市町村じんけん行政連絡協議会負担金など

で、このうち市人権教育研究協議会補助金につきましては、令和２年度において、

新型コロナ感染症の関係で、事業の実施が少なく、繰越金が多く発生する見込みで、

３８万４，０００円の減額で３０万円としております。 

 次ページ、１２０ページ、細目５、人権尊重の社会づくり事業費８３万４，００

０円は、１節報酬７万円として、人権尊重の社会づくり協議会委員報酬、７節報償

費２万円はこどもじんけん講座講師派遣報償費として、８節旅費８，０００円は人

権尊重の社会づくり協議会委員、１０節需用費３４万９，０００円は、事務用消耗

品や人権カレンダー印刷代で、令和２年度には須崎市人権史印刷代などを計上して

おりましたので、１３８万１，０００円の減額となっております。１１節役務費３

８万７，０００円は、郵便料やチラシなどの折り込み料などを計上しております。 

 次ページ、１２１ページ、細目６人権啓発活動費６９万６，０００円は、１０節
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需用費３８万８，０００円として、「じんけんの花」の苗代等購入費、１１節役務

費２万８，０００円は講演会の際の文化会館技術者手数料、１２節委託料２８万円

は、人権週間の講演会の講師派遣委託料でございます。 

 次ページ、１２２ページ、細目７男女がともに参画する社会づくり事業費１８万

５，０００円は、７節報償費で男女共同参画行動計画策定委員報償費として１８万

円を、需用費では消耗品として５，０００円を計上しております。 

 次に、１６１ページをお開きください。細目２児童センター運営費４０万円でご

ざいます。１節報酬３万円は児童館運営審議会委員分、７節報償費１６万４，００

０円は硬筆教室などの講師謝金、１０節需用費１１万２，０００円は文房具や材料

費など、１１節役務費３万円は児童安全協会保険料など、１７節備品購入費２万４，

０００円は図書購入費、１８節負担金補助及び交付金４万円は高吾児童館連絡協議

会負担金などでございます。以上でございます。 

○土居委員長＝プロジェクト推進室長。 

○奥田プロジェクト推進室長＝それでは、プロジェクト推進室所管分につきまして御

説明を申し上げます。少し後半にお時間をいただきたいと思いますので、前半は新

規事業、特徴的な事業につきまして、中心に説明をさせていただきます。 

 説明書１２ページから、１２ページをお開きください。企画管理費でございます

が、これ一般管理費でございまして、５２０万６，０００円。これ、前年度に対し

て５１万５，０００円の増となっております。この部分に関して、これはいわゆる

市長の行動に関する様々な経費等でございまして、今回は役務費のところ、ＰＣＲ

検査料、これを４回分、１回２万２，０００円の４回分を計上させていただいてお

ります。その次の使用料及び賃借料、ｉＪＡＭＰ情報利用料、これは時事通信社が

運営する国内の自治体ニーズが閲覧のできる情報サイトでございまして、その情報

サイトの利用料で３０４万６，０００円となってございます。 

 続きまして、３３ページです。プロジェクト推進事業費でございますが、これに

つきましては、大幅減になってございます。今回、この特徴的な事業として、委託

料で産学官連携健康経営推進事業委託料として３２万２，０００円を計上させてい

ただいております。これに関しましては、現在、企業における健康経営というとこ

ろに注目が集まってまいりまして、関心が高まっておるところですが、今回、市内

の事業所を対象にして、この健康経営に関する研修場所を設定をするなど、高知大

学医学部等に委託をして、市と連携をして、企業の健康経営、ひいては従業員の健

康づくりに寄与するような、そういう事業を新たに始めようというものでございま

す。 

 続きまして、３７ページ、地域おこし協力隊費でございますが、この事業はプロ

ジェクト推進室で所管する事業の協力隊２名雇用するということにしておりまして、

令和３年４月１日から新たな地域おこし協力隊員を２名任命するための費用でござ
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います。報酬に関しましては、月額１８万８，７００円と若干月額報酬が改善をさ

れておりまして、その分が少し増額になっておるところでございます。総額６７１

万８，０００円となっております。 

 次、３８ページになりますが、ここも地域おこし協力隊活動費を計上させていた

だいてるものでございまして、この中で旅費が７０万８，０００円となってござい

ますが、これは今現在、チェコとホストタウン登録を行っておりまして、地域おこ

し協力隊をチェコに派遣する準備として６０万円を計上をさせていただいておりま

す。あと、目新しいものとしては、負担金のところで、二級小型船舶操縦士免許取

得費用、これ２人分を計上させてもらいまして、これに関しては、いわゆる合宿の

受入れの際に安全対応とかいうものが必要になってきますので、そういった任務も

担ってもらうようにしておりますので、この船舶の免許を取っていただいて、安全

管理にも当たっていただくというものになってございます。 

 次、４１ページでございます。４１ページ、東京オリンピック・パラリンピック

合宿誘致事業費、これが６９９万１，０００円でございますが、これに関しまして

は、東京オリンピック・パラリンピックの事前合宿の受入れでございますとか、そ

れから、国内の高校、大学、団体のカヌー合宿の誘致及び受入れに関する費用が主

なものとなってございます。報償費に関しましては、これ海外選手の受入れ時の通

訳でございますとか、それから、ホストタウン交流事業としての講演会等の講師謝

金等を計上させていただいております。それから、旅費に関しましては、東京オリ

ンピックが７月に開催をされる予定で動いておりますので、この視察員の旅費に関

するもの１６万１，０００円。それから、ホストタウン事業に係る県外旅費として

１名分、チェコ訪問の予算も計上させていただいております。それから、その後の

チェコクラブカヌーチーム招致旅費、これを１１２万円ほど計上させていただいて

おりまして、これはチェコのジュニアチームを招聘して、県内の高校生との交流を

図ったり、市民との交流を図るというものでございます。それから、次、アスリー

トトラックに係るアテンド旅費というものを計上していますが、これに関しては今、

事前合宿の受入れに対してオリンピック組織委員会から事前合宿地での選手の行動

に関するガイドラインみたいなものが示されてまいりまして、それによりますと、

いわゆる日本に着いたときに、その選手を迎えに行って、それから東京オリンピッ

クが始まる直前に、オリンピック参加するときに、その選手に着いていくと、いか

なければならないというようなものが盛り込まれておりますので、その職員の旅費

として計上をいたしておるものでございます。それから、委託料としては、海外合

宿受け入れてからの海上監視艇の委託料でございますとか、それから引き続いて、

高校、大学、それから団体等のモニター合宿の委託料として１００万円を計上して

おります。これは、合宿の費用の半分、上限２５万円を予定しておるという費用に

なりまして、後にアンケートを書いていただいて、この合宿地での施設でございま
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すとか、それから宿泊のこと、食事のこと、そうしたものをアンケートをいただい

て、それぞれ今までも改善を図ってきたという成果を上げておりますので、引き続

いて実施したいという形でございます。 

 それから、その下の備品購入費として、ミニカヤック艇、２艇購入をさせていた

だこうというものでございますが、これは何かと申しますと、現在地域カヌークラ

ブが立ち上がって、小中高生が一緒に練習しておって、いわゆる小も上達をしてき

たというふうなことになっておりまして、この中でカヌーを始めるには、まずレジ

ャー艇から始まって、競技艇ということなんですが、その真ん中にあるのがミニカ

ヤックで、レジャー艇とは少しスマートですけど、競技艇みたいにあまりスマート

じゃなくて、バランスがちょっと優れているという船があります。海外ではこの船

を活用して子供の育成を図っているということでございまして、今現在、高知県の

カヌー協会から借り受けてトレーニング積んでおりますもんですから、それを２艇

購入していただこうというものでございます。これに関しては、いわゆる高校生の

新入クラブ員もこれを活用して技術を磨いていけるということでありますので、２

艇購入させていただこうというものでございます。それから、トレーニング機器購

入費として経費を計上させていただいたのが、これに関しては先ほど、これは４０

万円ほど計上させていただいております。それは、先ほどのモニター合宿によって

いろんな意見をいただいたもので、いわゆるダンベルももう少し重いものが欲しい

というような声があったもんですから、そういった声に応えて、ダンベル等を整備

をするその費用です。 

 次、４２ページをお願いします。野外体験施設整備事業費で、４億３，４４２万

３，０００円計上しておりまして、内訳は、委託料が４，０００万円、それから工

事請負費が３億９，４４０万３，０００円となってございます。これに関して、少

し説明を改めてさせていただきたいと思います。 

 今回の施設整備、この後の運営に当たりまして、須崎市の基本的な考え方でござ

いますが、まず、このロゴス社の世界観を表現した全国で類を見ないキャンプ地と

して整備をしまして、また、ロゴス社の持つキャンプ場等の運営等のノウハウを駆

使して運営に参画いただくことで、アウトドアブランドとして確固たる地位を築い

ている同社の大きな情報発信力を持った須崎市あるいは高知県のみならず全国各地

からの誘客によりまして、これまで取り組んでまいりました須崎市海洋スポーツ構

想における利用層以外のファミリー層を中心とした観光客の受入れを伸ばしていき

たい。そうすることによって、交流人口の増加による地域経済の活性化を目指して

いきましょうということを基本方針に進めてございます。こうした考え方の下に、

基本構成及び基本設計の作業を進めておりまして、現時点でのものとして提案をい

ただいている内容につきましては、先日の議員協議会でお配りした資料でございま

す。改めて内容を御説明をさせていただきます。 
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 まず、カヌー場周辺のＪＡ所有地の区域約４，８００平方メートルにキャンプサ

イトとして整備を図ると。そのうち２３区画を整備して、４区画をコンテナサイト、

残り１９区画をテントサイトとして整備をするということで御提案をいただいてお

るところでございます。 

 コンテナサイトの収容人数は、１棟に４名から６名を予定しておって、外装、内

装ともにロゴス特別仕様となっており、独特の世界観を体験できる、ほかに類を見

ない仕様となっているもので、さらに、バス、トイレ、シャワーも備えて快適性の

高いものとなるという提案を受けております。また、収容人員は１棟につき     

４名から６名とするなど、ファミリー層はもちろん、先ほどのカヌー合宿、冬場の

カヌー合宿の方々の利用に関しても可能性が広がっているというものとなっている。

それから前面にはウッドデッキを配置して、利用者のアウトドアに係る利便性も高

めておるというものとなっています。 

 テントサイトにつきましては、芝生張りで、コンセント及びお湯が使用できる。

こうしたお湯が使用できるというのがロゴスによりますと非常にほかにはないとこ

ろでの特徴であるということでございまして、流し台も完備をして、こちらも快適

性を向上させた仕様となっております。いずれも駐車場１台のスペースを確保して

ございまして、１面、１区画の面積が１００平方メートル、ゆとりがございまして、

近年人気の大型テントにも対応したものとなっております。 

 それから、共用部分としましてはトイレ、シャワー棟の整備の予定をしてござい

ます。 

 そして、キャンプ場の入り口でございますが、カヌー場の一部及びＪＡ土佐くろ

しおの所有地を活用させていただいて、宿泊者体験プログラム等の受付をはじめ、

キャンプ生活のアドバイス等を行う管理棟及び同社製品、キャンプ用品や地域特産

品を販売するロゴスショップを設置をいたしまして、利用者の満足度及び利便性を

向上させる御提案となっております。現在このロゴスショップの運営をどうするか

っていうのが調整の段階となっております。同社の大きな売り物でございますバー

べーキューサイトも展開をするということになってございます。 

 次に、御説明申し上げました遊具についての考え方でございますが、ロゴス社が

運営をしますロゴスランドで人気の高いふわふわドームや、土佐市新居にあるよう

な複合遊具施設を併せて整備のほうで調整を図っているところでございます。この

遊具の整備に関しては、キャンプサイトの利用者だけではなくて、ファミリー層で

楽しめる須崎市における新しい遊び場として、ぜひ子育て世代をはじめとした市民

ニーズに応えていきたいというふうに考えているところでございます。 

 次に、これら整備に係る経費でございますが、先ほど御説明いたしました本年度

予算では４，０００万円と、工事請負費としては３億９，０００万円を計上をさせ

ていただいたとこでございますが、現在基本設計の段階でそれぞれ概算費用という
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形で算出をいただく作業をまだ鋭意行っているところでございます。基本構想、基

本設計、実施設計に関する経費につきましては、３，４００万円、施工に要する経

費の土木工事に要するものが、工事ですが、これは４，５００万円、それから機械、

電気設備、建築等に係る経費でキャンプ場の整備に関しては、先ほどの４億５，０

００万円を基本に考えていって、現在調整を図っているところでございます。今後

基本設計が固まった時点や実施設計段階におきまして、議会には説明をさせていた

だきたいというふうに考えているところでございます。 

 次に、年間利用施設、これも現在、もちろん調整中でございますが、県内の同様

の施設の利用実績や全国のキャンプ場の利用者を調査を今現在しておりまして、そ

れを参考にしつつ、本施設での利用予定数をロゴス社と調整中でございます。これ

に関しては、固まり次第、計上していただきたいというふうに考えているとこでご

ざいます。年間収支計画の中で、利用料につきましては、コンテナサイトで１人大

人６，０００円程度、テントによるキャンプサイトは、１組６人までが６，０００

円程度というご提案をもらっています。 

 次に、オープン後の運営管理についての考え方でございますが、指定管理方式を

採用したいということで調整中でございます。指定管理料についての考え方につき

ましては、いわゆる年間利用者の推計値や利用料金年間収支の見通しなど精査をし

まして、基本構想に盛り込むこととしていますが、これらの数字をベースにして、

改めてロゴス社と調整を図って、議会にもお諮りをしなければならないというふう

に考えています。 

 なお、他市町村の指定管理料の考え方は、年間収支の差額を指定管理料で支払う

方式が主流となっておりまして、須崎市といたしましても、基本的にはこのような

考え方で臨みたいと思います。 

 他市の状況でございますが、指定管理料として、年間１，５００万円から２，２

００万円、幅がございますが、これ、施設の規模とかいうもので違うというふうに

考えております。 

 それから、この指定管理料に関しましては、ロゴス社から人材を派遣していただ

くということ、先ほど言いましたが、これに関して、企業版の地域おこし協力隊の

活用、これに関しては国から地域おこし協力隊の経費が補充されるという制度があ

るようでございますので、そういった制度を活用して指定管理料の軽減について図

っていきたいというのが基本的な考え方でございます。 

 最後に、今現在鋭意協議中でございますが、意見交換に関しては、コロナ禍であ

りますので、リモート会議を中心に進めている状況になってございます。これに関

しては、県と一緒に進めておりまして、県の考え方も含めて、市の考え方でロゴス

社と交渉を行っているものでございます。今後基本設計の内容が固まってきた段階

において、３月中にこれが仕上がってまいりますので、その段階において、さらに
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説明をさせていただきたいというふうに考えてございますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 説明が長くなりまして、申し訳ございません。以上でございます。ありがとうご

ざいました。 

○土居委員長＝説明が終わりました。ここで１０分間、休憩いたします。 

 

午前１０時３３分 休憩 

午前１０時４１分 再開 

 

○土居委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより質疑に入ります。 

 大﨑さん。 

○大﨑（宏）委員＝元気創造課長、お尋ねします。２３ページ、まち全域がサービス

エリアの構想推進事業費の件ですけど、この事業、１０年以上経過してきて、何年

か前にも１回申請した団体が２回目も受け付けられておったけど、何年か前に年数

置いたら構わんということなってきましたけど、金額的なもんとかも、そろそろ１

０年たってきた以上、アップデートする必要があるんじゃないかと思いますけど、

それについての担当課での所感をお願いします。所見をお願いします。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝今、御質問いただきましたとおり、昨年でしたか、これまでは

以前に１度でも御利用いただいた事業に関しては、２回目は交付しないということ

にいたしておりましたけれども、２年連続でなければ、つまり１年間が空けば、２

回目、３回目の御利用もいただくこということに変更いたしております。 

 御参考までになりますが、今年度、令和２年度におきましては、コロナの影響も

ございまして、市内の飲食店を支援するためのもぐもぐすさきの事業でありますと

か、あるいはすさき七夕かざり、この事業には交付をさせていただいております。

これ以外にも桑田山の雪割り桜の夜桜キャンドルナイト、あるいは日曜市、年末の

年の市でのイベント、こういったところからも申請はいただいておりましたが、結

果的にイベントそのものがコロナで見送りというようなことになったりして、今年

は最初に申し上げました２件に対する補助ということで終わっております。 

 予算が２００万円ですので、単純に言えば１０件のイベント等が補助をできるだ

けさせていただいてるわけですけれども、予算が今年なんか特に残る状況もござい

ました。１件当たりの補助額についても検討はいたしてまいりたいと、こんなふう

には思っております。以上です。 

○大﨑（宏）委員＝ありがとうございました。 

○土居委員長＝ほかに質問のある方。 
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 松田さん。 

○松田委員＝幾つかあるのですが、一つずつちょっとお聞きしたいと思います。地域

おこし協力隊の所管をされた元気創造課と、それからプロジェクト推進室等々の地

域おこし協力隊の活動費、あるいは予算的なこともあるがですけれど、３年後の須

崎市、残れるための支援策としての活動費をどのように考えているのか、ちょっと

お聞かせをいただきたいです。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝現時点でいえば、元気創造課、３人の隊員の方が活動していた

だいております。その１人の隊員は今月末をもって、３年間の任期が終了する予定

となっておりまして、関東から須崎へ来ていただいて３年間活動をしてくれたわけ

ですが、須崎の自然、特に海釣り、川釣り等、釣りの分野で須崎を非常に気に入っ

ていただいておりまして、来月からは自らもう既にアパートを、住むところも借り

られて、引き続き須崎でそういう分野での情報発信に関わる仕事をしていきたいと

いうような定着効果といいますか、そういったものも元気創造課の隊員においても

見えております。あと２人は、立ち上がったばかりのジビエのほうで活動していた

だいておりますので、任期満了に向けて、須崎で、そしてジビエで、ここの定着し

ていただけるような活動を、あと残された任期続けていただければというふうに思

っております。以上です。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝課長、その活動費として、３年後に、例えば今エスさんのことを説明い

ただいたんですけれど、地域おこし協力隊員が、あくまで３年後から先に定住して

くれるための総務省から４００万、交付金として来ゆうお金をどういうふうに、市

として地域隊員の活動費をやっていくのかっていうことをお聞きしたいんですけど。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝今言われたエス隊員に関して申し上げれば、須崎の大きな観光

資源と考えておりますが、海のレジャー、こういう部分で御本人も非常に高い興味

関心を持って、須崎で観光に来ていただきましたので、海に関わるいろんなイベン

トを、企画を含めて関わっていただくための活動費として、活動費を使っていただ

きながら、この隊員としての任用期間を過ごしていただいたというふうには考えて

おります。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝来年度は起業担当ということで、地域おこし協力隊の目的を持った隊員

を受け入れるに当たって、この活動費をどういうふうに予算組みをされちゅうのか

をお聞きしたいんですけど。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝来年度任期満了で１名退く代わりのもう１名については、資料
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に記載のとおり、起業担当に熱意のあるような方を期待をしておるところでござい

ますが、具体的にどういうふうにお金を使ってもらってっていう細部のところまで

については、正直申し上げまして、今現在その辺決めかねておるのが実情でござい

ます。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝いや、ぜひ起業型で呼んでいただける地域おこし協力隊が、ここに定住

していただくために、例えば起業コンサルとして移住してくるのか、あるいは本人

が起業したくって来るのかという論点も全然違う部分もあるけれども、今の予算で、

須崎市が今まで使ってきたこの活動費に関して、どちらかというと役所側が必要と

認めるような経費だけではなくて、本人から企画が上がってきたものに対して認め

るケースが少ないので、ぜひ例えば今回の起業の方が林業でやりたいって言ったら、

当然少々のチェーンソーから始まって、備品も必要でしょうし、そういったことを

支援をするための予算っていうのをしっかり取ってあげて定住をしていただくため

の３年間の地域おこしの活動につなげてもらいたいのが我々の考え方であって、単

なる役所がやろうとしゆう、エス君のように目的を見つけられてやっていただける

方がおったらええんですけど、そのときの支援活動費があまりにも薄いということ

をお伝えして、課長には、そういったとこを手厚く活動費を、本来総務省から来ゆ

うお金なので、しっかりとそこは循環させてあげたいというのが、お聞きさせても

らいたかったところでございますので、ぜひお願いします。 

○土居委員長＝プロジェクト推進室長。 

○奥田プロジェクト推進室長＝プロジェクト推進室所管において、これまで２名の地

域おこし協力隊員が所属しておりまして、１名は、前回この委員会で説明させてい

ただいた、本人の都合で退職されまして、１名が３年間の任期を終えるということ

になりました。この１名については、カヌー競技の振興とかいうことを目的に仕事

をしてきた中で、明徳義塾高校のカヌー部の臨時講師を努めておったということで、

カヌーにおいては、引き続いてそういう形で正式に仕事が決まったとかいうこと、

詳しいこと聞いてないですが、かなり４月以降も定住を図っていくと。なお、お母

さんも心配して移住してきちゅうということもありますんで、引き続いて須崎市へ

残って、カヌーに関する仕事を続けていくということになってるようでございます。 

 もう一つ、新しい２名に関しましては、少し僕もビジョンを持ってまして、これ

がなかなか厳しい話でございますが、例えば私どものカヌーの大会、子供の大会や

ったときに、滋賀県のスポーツクラブからもカヌーの子供たちが来るんですが、そ

こどういった状況かと聞くと、少し会費が高いんですけど、スポーツクラブの中で

ちゃんと指導者を配置して、いわゆるスポーツビジネスみたいなものが成り立っち

ゅうというようなことがあるんで、例えばそういうことを高知県でできないかとか、

そういう一つの目的意識を持っていろんな活動に取り組んでくださいというような
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ことを、新しい地域おこし協力隊員にも言ってきてますし、そういうことを念頭に

私どもと連携をして、おるうちから支援をできるように、そういう体制を組んでい

きたいというふうに考えております。以上でございます。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝女性の協力隊員が、明徳の高校の関係者になるということをもう少しし

っかりと把握されて、大きく結果をやっぱり伝えてもらわんと、成果として受け入

れられないので、そこはしっかりと状況確認をお願いしたいと思いますし、そのス

ポーツビジネスへの活動費をどういうふうに３年後の生計を立てられるぐらいの、

あるいは年収４００、５００万って確保できるようなビジネスにどうなるのかをも

う少ししっかりとビジネスプランを行政のほうで持ってあげるべきじゃないでしょ

うか。 

○土居委員長＝プロジェクト推進室長。 

○奥田プロジェクト推進室長＝さっきの女性隊員の情報に関しては、不十分な情報を

お伝えしたということで申し訳なく思っています。まずこれ情報を把握して、また

機会に、成果としてご披露させていただきたいと。 

 それからそのいわゆるスポーツビジネスという話ですが、これやっぱり今の人口

規模とか、この地域の実情みたいなものもありますんで、そういったところを研究

をしながら、向こうはこういう形でやりゆうと、で、こういうのもどうですか、そ

ういったことも、行政の職員としても研究する必要があると思いますし、お互いに

キャッチボールしながら、その３年後に定着を何とかしてもらう方向で我々も全力

で取り組んでいきます。よろしくお願いします。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝地域おこし協力隊含めて、今回ロゴス誘致が決まったことも含めて、そ

ういった地域おこし協力隊員と、地域おこし企業人との関係性もしっかりと連携さ

れるほうが有益にこちらに残っていただける移住につながる人材育成になるんでは

ないかなと思うので、ぜひそこは検討を一緒にしていただけたらと思うので。 

 別件です。地域おこし企業人の具体的な取組について、ちょっと構わない範囲で、

２号議案にも出てきたんですけど、そこはどういうふうなプランを練られちゅうの

か教えてください。 

○土居委員長＝プロジェクト推進室長。 

○奥田プロジェクト推進室長＝すみません、説明の趣旨とはちょっと違うかも分かり

ません。先ほどロゴスの説明の中で、企業版地域おこし協力隊の活用という話をさ

せていただいて、これは一般の地域おこし協力隊とは違って、いわゆる企業が、そ

の地域おこしの人材を派遣していただく、その経費を国が見ていただきます、そう

いう制度がありますという説明をさせていただいて、その制度を活用したら、いわ

ゆるロゴスから派遣していただける人件費の部分が助かるというような説明をさせ
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ていただきました。ちょっと御質問の地域おこし企業人、地域おこし協力隊、ちょ

っと制度が違います。ちょっとすみません、私その部分はちょっと勉強不足でそれ

は申し訳ございません。御答弁できません。 

○土居委員長＝よろしいですか。 

○松田委員＝はい。 

○土居委員長＝宮田さん。 

○宮田委員＝企画政策課長にお伺いいたします。２１ページの地域公共交通計画策定

委託料が出ていますけども、新しい計画、新しく、初めて計上されたということで

すから、委託先と具体的にどういうふうに計画つくられていくのかということをお

聞きいたします。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝まだこれから、まだ全然中身スタートしておりませんが、一応

形としては何らかの会議を、委員を委嘱して会議を開催して検討していくという形

になっております。大崎宏明さんの御質問にお答えしましたけど、様々な住民ニー

ズもその中で把握しながら、必要であれば調査等も行いながら行っていきたいとい

うことで、年度末までに計画を策定する予定で考えております。 

○土居委員長＝宮田さん。 

○宮田委員＝長寿介護課が行ったアンケートでは、病院に行くのに交通手段を便利に

してほしいとかいう意見があったと思いますので、そういうニーズがたくさん、そ

ういったニーズがとてもあると思いますので、そういうこともぜひ考えられて     

市民が便利な、使えるような計画、ぜひ活発に議論してもらってつくっていただき

たいと思います。以上です。 

○土居委員長＝ほかに。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝１８ページの本庁舎太陽光発電施設にＦＩＴ工事するという、こういう

場合に、太陽光発電は元に戻されるのかなと思うのです。ちょっと工事の概要を説

明してください。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝これはですね、本庁２階の総務課の外にある屋根といいますか、テ

ラス部分にある太陽光発電なんですけど、これはもう全然実は機能してませんでし

たので、これについて撤去を改めてさせていただくということになってます。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝機能していなかった理由は何でしたかね。 

○土居委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝そもそも機器の故障で、老朽化部分の故障で、それを直すのに七、

八百万円要するということでしたので、そのまま不使用にしておりました。 
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○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１４ページのこの個人番号カード交付に要する経費ということですが、

これは企画政策課になっていますが、結局、地方公共団体情報システム機構への負

担金ということで、全額、国が負担をするということのようですが、このことによ

るメリット、デメリットっていうのを、いろんな情報が行くわけですが、そこのメ

リット、デメリット、心配がないかということですね、要するに。そこをお聞きし

たいですね。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝この個人番号カード交付に関する経費でございますが、オール

ジャパンでシステムを運営管理しておりますので、それのシステムの維持管理に関

する費用ということでございます。メリット、デメリットというのは、やっぱりそ

れぞれの公共自治体がシステムを構築しますと費用も多額になりますし、またセキ

ュリティー面においても、それぞれの自治体においてセキュリティーのレベルが違

いますので、その面においても統一したシステムを使うことによってセキュリティ

ーを維持されるというふうに考えております。以上でございます。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝別のところでも、こういった個人番号に関すること、あるいは地方公共

団体情報システム機構、Ｊ－ＬＩＳというんですね。ここに関して、国としては本

当にここで情報を一元化するというふうな動きが強まっておって、そういうふうな

ことじゃない、言えば競争相手がいない１社みたいな、本当になってくるわけで、

システムをこの、なんかの時に変えたりするふうなときには、いつもいつも大金を

向こうの、ほかに選択肢がなくなるということで大金が行くのではないかというこ

とをよく言われますけども、そういった心配というのはどんなふうにお考えでしょ

うか。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝Ｊ－ＬＩＳというのは、システムを運営している団体でござい

まして、メーカーの調達に際しては、その都度、競争入札等適正な形でメーカーを

決められてると思いますので、どっかのメーカー１社に独占されてるということで

はないというふうに考えております。以上です。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝４０ページですが、４０ページです。これは私立学校施設整備支援事業

費です。明徳の留学生のことに対して、寄宿舎を整備したものに対して、須崎市側

が年間２，０００万円を支払っているこの予算ですけど、令和４年度からの補助額

は寄宿舎に居住する生徒数により算出するということですが、これは寄宿舎に居住

する生徒数というよりは留学生の数というふうなことで、今まで言われておったと

思いますが、現状はどんなになっていますか。 
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○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝完成年度でございます５月１日時点の生徒数が、令和元年度で

したら５７８名で、実績は令和２年度の５月１日現在が６１２名というふうになっ

ております。以上です。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝もう一回確認ですが、令和４年度からの補助額は寄宿舎に居住をする生

徒数じゃなくって、その中での留学生の数ということでよろしいでしょうかね。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝寄宿舎と言われるここに居住する生徒の数というふうに私は考

えておりますけど。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝以前、この総額３億円を支出するというときに議論になったことはです

よね、海外からの留学生っていうのは、結構日本に関心がありますよと、だから来

てくださるでしょうと、しかし、全体の日本の国でいった児童生徒数というものは

削減傾向にあるので、そこで言うと、新たに寄宿舎を造ってですよね、それに対し

て須崎市が税金を出すというようないろいろ意義があるのではないかと、ほかにも

私立の学校もあるけど、でも、そうじゃなくって、留学生が何人、あるいは留学生

ならば、あるいはじゃない、留学生ならば人口が増えますねということで言われて、

それを基準に考えるっていうふうに私思っていた。もしかして、私の勘違いであれ

ば、市外ですね、少なくとも。須崎市に住所を移す、そのことによって人口が増え

るというようなことだったかなと。でも私、本当あのとき留学生だと思っていまし

たけど。（発言する者あり）留学生じゃなかった。 

  〔「全部の生徒」と呼ぶ者あり〕 

○豊島委員＝市外の生徒数も含めて、市内に居住する。人口が増えるということで、

確かやってたと思うんですけど。それはもう一回、ごめんなさい、私の勘違いかも

分かりませんが、どんなになっていますか。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝基本的に明徳さんは、昔は全部寮で、最近は通学もできるよう

になってますので、市内の方が寮に住むというよりかは、やっぱり市外の方、国内

であれば市外の方、それから、最近は明徳、特に留学生の誘致に力を入れてますの

で、大半が留学生という形で、寮に住むことによって須崎市の人口が増えるという

ことで、寮に居住する生徒数ということにしてという考え方でいってると。以上で

す。 

○豊島委員＝そしたら、もう一回、確認ですけど。留学生の数はさっき言われた数で

すか。 

○土居委員長＝企画政策課長。 



令和 ２年度 ３月定例会 総務委員会 

 

36 

○北川企画政策課長＝これは、寮に居住する生徒の数です。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝留学生の数はどんなになっていますか。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝すみません。手元に資料がございませんので、このうちの何名

が留学生かというのはちょっと現在把握しておりませんが、名簿の一覧も頂いてお

りますので、この中で見るには、かなりの数が留学生ということになっております。

以上です。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝ロゴス社の話ですが、これは、プロジェクト推進室長、いろいろと一生

懸命な説明もしてくださいましたが、時間はたっても内容が深まってないと、内容

が議論が深まって、議員に対する説明内容が増えたと、充実したということにはな

ってないというふうに思うのです。時間は本当に大分経過してます。そのこと自体

がおかしいように思います。予算が提案をされているけれども、収支がどうなのか、

これから詰めます。それによって利用状況がどんなになるか、もちろんそういうよ

うなことによって収支が積算できるし、指定管理料がおよそ推測できるということ

になってくると思うんですけれども、そういうものも今現在分かっていない、年間

の利用者数、現在算出中だとかね、そういったこと自体が、予算を通してください

というような、このときにその説明っていうのは、それは成り立たんというふうに

思いますけど。どうですか。 

○土居委員長＝プロジェクト推進室長。 

○奥田プロジェクト推進室長＝表を、数字的なものがお示しができないというふうな、

そのことに関しましてはおわびを申し上げたいと思います。今現在ロゴス社と県と

の間で調整を鋭意進めておるところでございまして、基本的な整備内容に関しまし

ては、先日お示しをしたキャンプサイトと、それからこっちの管理棟と、基本的な

考え方で進んでおりまして、その整備内容に関して、そしたら総事業費幾らという

こととか、それから、あとこの整備内容に関して、そしたら先ほどおっしゃられた

数字が幾らという形で算出が確定をしてこんといかんところでございますが、ちょ

っと昨日もいわゆるお話もさせていただきましたけれども、今日の時点で確定の数

字をお示しをすることができない状況でございます。 

 総事業費に関しましては、私どもはロゴス社とは総額４億５，０００万円という

数字で目安に調整をさせていただいているということ。それからあと利用人員に関

しましても、ほかの施設との、うちはちょっと他の施設と比較したらですね、小規

模になるわけで、その辺でも利用者数の考え方とか、それから、そこではじいたと

きの年間の収支がどうなっていくとか、ある程度この数字が積んできたものがあり

ますけれども、申し訳ありません、それを今日お示しをできるまだ段階じゃござい



令和 ２年度 ３月定例会 総務委員会 

 

37 

ませんので、今後鋭意詰めさせていただいて、３月中には再度議会の皆さんにも御

説明をいたしまして、その中のものを明らかにさせていただきたいというのが、今

の現在の私の考え方でございまして、そういうことでお願いをいたしたいというふ

うに思っております。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝この予算を除いての提案ならば納得いくんですよね。議会への提案の仕

方としてですよね。何も分かっていないのに予算だけ出てくる、こういったこと自

体がおかしいと思いますし、随分前からそういったことは言われていたと思います。

その収支がどうなりますかみたいなことで、例えば利用料を安くすればたくさんの

人が来るでしょう。そうやってたくさんの方が来ましたというふうなことになるか

もしれないけれども、場合によったら指定管理料っていうのは、その年間収支の差

額を支払うというのが一般的な金額やということを、よそもそんなふうにされてる

ということを説明されましたんで、いろんなところも、数字もお聞きをしていると

ころですけれども、例えば本山なんかは上限を定めていると、上限を定めていない

と、結局いつも上限になっているということですよね。結果的にそういうことなん

ですよ。たくさん人来ていただこうと思ったら、利用料を下げているわけですよ。

結構須崎市の利用料っていうのは、今考えておられるのではコンテナサイトってい

うことは、金額は私は安価だなというふうに思います。利用しやすいということで

ね。だから、利用者増えるかも分からないけれども、でも結果的に後々の、人数が

うんと多かったらね、それはそれで採算が、また指定管理料っていうものが小さく

なってくるかも分からないけれども、後々のことについては市民が負担するという

ことになりかねませんので、利用するのは市外の人が多いかもしれない。多分多い

と思います。あんまり須崎市民がそこへ行くかなって、ちょっと分かりません。フ

ァミリー用のキャンプサイトもそんなふうに言われていますしね。ソロキャンプな

らもっと行く人が行きやすいかもしれないけれども、１人で行くには６，０００円

の利用料はちょっと高いと、第一そこに貸すのかどうかもまだ分からないとかね、

そんなことをいろいろ考えていたら、後々の負担もやっぱり市民にかかってくるわ

けですから、そこら辺はちゃんとしたものに説明をしてもらうような、数字上もな

らないと大変困ります。申し上げておきます。 

 それと、遊具との関係ですけれども、遊具のその総額っていうのは、どれぐらい

を考えておいででしょうか。 

○土居委員長＝プロジェクト推進室長。 

○豊島委員＝金額ですね。 

○奥田プロジェクト推進室長＝遊具につきましても、総事業費、それから財源をどこ

に求めるとかいう部分は確定しておりませんが、今、土佐市の森田議員がよく例に

出す土佐市の川のそばの、あそこの遊園地の例が出されたということで     
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あそこをお聞きをしましたら、大体敷地面積は２，０００平米ぐらい、それから、

総事業費は、あこは主に土木工事が別でやったということで、遊具だけで約１億円

の経費がかかっている。そういうことの調査を今現在しておって、それから、遊具

メーカーにも問合せをして、須崎市の海沿いで遊ぶイメージに合致する、そしてフ

ァミリーが楽しめる、そういった遊具をどういうものにするかというものも、今現

在検討している状況でございますが、土佐市ぐらいの、ああいう広さぐらいの整備

をしたいなというふうには考えております。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝別の問題です。２６ページの事業概要の説明欄の下の８に、ふるさとワ

ーキングホリデー事業補助金ってありますけど、具体的に今年度はどんな形でこの

事業が行われていましたかね。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝これは、新たに加わったんじゃなかったかなと、私思ってるん

ですが。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝新たに加わったとしたら、どういう事業のことになりますかね。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝これ一般質問の中でも、ワーケーションに関して、海地議員さ

んからも御質問をいただいたんですが、仕事と余暇を絡めながら地方で時間を過ご

していただくようなイメージで捉えております。以上です。 

○豊島委員＝はい。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝元気創造課長に、構いませんか。３９ページの移住者向けのデザイナー

ズ住宅モデルの事業費なんですけれど、これ空き家の物件の改修ということで、今

年１件を予定されていると。具体的な範囲を教えてください。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝今回これ予定しておる物件は、およそこれでいこうというもの

を考えております。詳細申し上げられませんけれども、まちかどギャラリーの周辺

の物件でございます。以上です。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝ちょっと疑問に思うところは、移住者、この今回が空き家を、まず賃貸

契約しますと、契約した後に、その移住者を募集して、選定して、その方の要望を

組んだ改装をするというスキームになってるじゃないですか。これちょっとおかし

い考え方ではないかなと。何でかっていったら、やっぱり須崎市側がこんな住宅を

提案しますと、こんな家に住みませんか、これを全国から募集して永住していきた

いんだっていうのをするべきのが須崎であるべき姿じゃないですか。質問です。 
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○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝御指摘いただきましたが、このうちの事業立てといたしまして

は、適当な物件を確保した上で入居をしていただける方を絞り込んで、その方のこ

の部屋をこんなふうに使いたい、ああ使いたいというような御希望にできるだけ沿

ったリフォームを行うというのが、この事業立てとなっております。それで、実際

運用では、その事業立てのとおりに進まないケースも当然あろうと思いますので、

松田議員言われたように、こちらで一定イメージをつくったものをお示しして、そ

れにどういいますか、これいいねという感覚を持っていただけた方と具体的な移住

の話を進めるというケースもこれは出てこようとは思います。以上です。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝だから、そこね、イメージをされっちゅうんやったら、しっかりとこっ

ちからビジョンを示してですね、こういう事業はやってほしいと思うわけです。先

ほどワーケーションという言葉も出ましたけれども、それ海地委員も一般質問され

ましたけど、これから国の支援策の後押しがある事業に須崎がこういう形で、両輪

で県とも力を後押しいただきながら事業にすること自体大賛成なんですけれども、

もう少し須崎市側として、例えば安和、あるいは横浪半島、ロケーションのいいと

ころに全国から来ませんかと、ビジネスもできますよで、ただ、ネット環境をしっ

かりしている環境がないと、今の方々はワーケーションという意味では成立しない

と思うんですが、そういうことをちゃんとプラン立てした中で提案をしていただく、

あるいはそれならばこういった国、県の後押しがある制度を利用して、例えば来年

度１０件、物件があったら、実際に取り組めるかっていったら取り組みやすいじゃ

ないですか、目的として。何でたったこれが１件なのかっていう点と、まず例えば

今後こういったスキームで要望があれば、補正でも組んでやることができるのかど

うか、国、県の指針であったり枠組みがあると思うんです。ちょっとお聞かせいた

だきます。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝常々ですね、この移住者向けの御紹介できる物件、空き物件が

少ないということは御指摘を受けておりまして、暮らすさきさんなんかも含めて物

件の確保には努めておる状況であります。それで、今回予算計上をしておりますの

は、この１件分でございますが、補正等々も考えるのかということに関しては、県

予算の確保ということもありますけれども、どういいますか、否定をするわけでな

く、対応できる物件があれば１件というこだわりは全くございませんし、逆に１件

でも多く取り組めれればというふうには思っております。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝副市長に、すみません。ちょっとお聞きしたいところです。こういった

空き家を移住者向けにリフォームして応援するのは、もちろん須崎市としていい取
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組なんですが、現在須崎に住んでる人ですら住宅に困っている状況の中で、土佐市

へ住宅を建てられるのが今現実に問題として起こっている中で、政策全体で国、県

の支援があるきっていう部分で移住者向けにはこういった対策は取れるけれど、今、

現須崎市民にとって、やはりこれに関して、ちょっと御意見をいただきたい。支援

策をもう少し充実させてほしいので、考え方を教えてください。 

○土居委員長＝松岡副市長。 

○松岡副市長＝今、移住の話をさっきされておりましたよね。今までの移住対策も、

これまでのやり方でいいのか、改めて整理をしていくという方向にしてます。３年

度は、これまでと同じ移住政策の施策の転換、お願いしてずっと、委託先にはずっ

とそういう感じでやってはいただいておりますけれど、改めてどういう形がいいの

か、ちょっと検証しながら探る。補正とかいうことになるかどうか分かりませんけ

ど、充実強化はしていきたいと思ってます。 

 それから、住宅については、確かに須崎市の流出率が高いというのはありますん

で、再度そこの住宅施策含めて、住宅だけというか、現状を改めて確認した上で進

めていきたいと思っています。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝今、大﨑委員も一般質問でされましたけど、やっぱり住宅地の確保って

すごく重要で、今浸水区域ばかりが空き地になっていく状況の中で、流動性が低く

なっています。それは、須崎の総資産価値が下がりよるわけですよ。今回の予算の

中でも土地の標準査定の６００万、予算計上されちゅうけれども、本来あるべきや

っぱり開発だったり、流導性を高めて、須崎市の総資産価値を上げていくことが最

も重要な政策なのに、それが分からん、枝葉ばっかり、国、県の支援策ありきでや

っていけるけれども、本来住みゆう人たちが満足度を上げていく、政策をもう少し

しっかり根の張ったところの政策をきっちり土台をつくらんと、枝葉ばっかり実ら

せたち、根っこが枯れていくような状況の中では、もう少しビジョンとして、根の

張った住宅政策っていうのをまち・ひと戦略とかいうふうに掲げてほしいですよ。 

○土居委員長＝副市長。 

○松岡副市長＝まち・ひと・しごと総合戦略の中でも、人口のことがメインでありま

すので、その中で、個別にまち・ひと・しごと総合戦略の中でも具体にその目標と

か、そういったものを改めて掲げていきたいと思いますので、数値目標も含めて、

ちょっとその在り方については今後検討させていただきたいです。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝私もまさに松田議員と同じことを質問しようとしたのですが、本当に移

住者の方が決まってから、家をやり変える、そうそう１週間や２週間でリフォーム

もできない、この金額であればね。大がかりなリフォームになると思うのですが、

その間、その方はどこに住まわれるんだろうとかね。それ現実の問題としてちょっ
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と分かりづらいっていうことも感じたところですが、やっぱり市民が本当にちょっ

と直したいところでも、全部自力でやりなさいとも移住者にはそういう形でいろい

ろと対応しているというふうなことは、本当にそれでいいのかなというふうにも思

います。ただ、財源的に優遇される財源のそういった事業があるということも分か

りますけれども、そのことは市民の皆さんがそういう状況にあるということは申し

上げておきたいというふうに思います。 

 それと、別です。２５３ページなんですが、加工場の話ですね。そこの県産業振

興推進総合支援事業費補助金ですかね。これは、後々の経営、運営がどこがどんな

ふうな形でやられてるんでしょうか。元気創造課ですかね。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝はい。市内の水産加工会社が加工場の規模を拡張しようとして

おる事業でございまして、運営自体は民間の水産加工事業者さんがそのまま運用な

されます。以上です。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝施設整備費は、総額は幾ら言いました。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝４千。      

○豊島委員＝３年契約が年額がどうやったかね。 

○西森元気創造課長＝３，９６０万５，０００円です。 

○土居委員長＝副市長。 

○松岡副市長＝補足をします。これは県の補助金ですので、２分の１の補助金になっ

ておりますので、事業費自体はこの倍、３，９６９万５，０００円ですが、その倍

になると考えていただいて結構です。 

○土居委員長＝ほか、御質問。豊島さん。 

○豊島委員＝５６ページのこの木造住宅の耐震化促進事業費というのは、予算額その

ものは昨年度よりは削減されていますが、理由は何でしたね。 

○土居委員長＝地震・防災課長。 

○久万地震・防災課長＝５６ページ、木造耐震化促進事業費の減額ということでござ

いますが、こちらのほうは実は現年の耐震事業のほうの推進につきまして、今回コ

ロナ禍ということで非常に申請が少なかったと、例年から比べて。この後補正でも

触れさせていただきますが、繰越しを予定しておりまして、その額と合わせまして、

件数としては例年どおりの額を見込んだ予算を計上いたしております。以上です。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝続いて、地震・防災課の５８ページですが、これは、緊急輸送道路沿道

の建築物の耐震診断、耐震改修工事の実施ということですが、ちょっとどこまでを、

今回の予算でどうするのかということと、どこまでをやろうとしているのかを、も
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う一回説明してください。 

○土居委員長＝地震・防災課長。 

○久万地震・防災課長＝５８ページ、建築物耐震対策緊急促進事業についてでござい

ますが、こちらのほうにつきましては、県が指定します緊急輸送道路沿道の建築物

の耐震化促進、これ倒壊による道路の封鎖を防ぐという目的で指定されておりまし

て、本市では市道浜町、西町３号線、西町のフジさんから高陵病院、こちらのほう

に至るまでの沿道の要件が該当しております。この中で、１件県のほうにもう申請

があっておりまして、お名前はちょっと言いませんけれども、令和２年度、前年度

の予算額のほうが耐震設計に関する補助金でございまして、令和３年度に計上をさ

せていただいております予算額につきましては、耐震改修工事に係る補助金額でご

ざいます。以上です。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝一応この範囲がフジから高陵病院の間ということですが、その沿道の皆

さん方の中で申請があったらというふうに。 

○久万地震・防災課長＝そうです、そうです。 

○豊島委員＝なろうかと思いますけれども、その見通しですよね。ここだけ耐震補強

をするっていうことも重要と思いますけど、ほかの皆さん方の状況、希望の状況と

いうのはどんなふうにつかまえていますか。 

○土居委員長＝地震・防災課長。 

○久万地震・防災課長＝今先ほど言いました緊急輸送道路沿道６区間の方々につきま

しては、事前周知も県からも行いまして、市町村からも要望はお伺いしておるとい

うように聞いております。この支援を受けますと、耐震診断の義務づけだったりと

か、そういったことがあっておるんですけれども、それについての強制力はないと

いうことで、旧耐震のお家があったりとか、建物があったりの中でも、実際耐震診

断受けられた方もおられますし、そのほかにやっておられる方もおられるというこ

とは事実ございます。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１２２ページに、人権交流センターですが、この須崎市男女共同参画行

動計画の策定、改定をするという経費になっていますが、主には、金額でいうと報

償費とすでになっていますが、ここの策定委員の皆様方のメンバーだとかですよね、

あるいはこのどの部分を計画の見直しの話なんですけど、どういうところを、何て

いうかね、方針として、須崎市の目指すところとして改定しようとしているのかを

お聞きします。 

○土居委員長＝人権交流センター所長。 

○西田人権交流センター所長＝男女共同参画行動計画につきましては、県のほうも改

定をされて、それに基づいて新たに策定しようということで、もちろん男女が共に
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共同して生活できる社会づくりということでございます。委員のほうは、まだメン

バーは決定はしてないんですが、６人程度で行おうと考えております。 

○土居委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝やっぱり、私がこれは一般質問でも言いましたよね、本当に今なかなか、

今までいろいろ行政が取り組んできたけれども、なかなか前進しにくい問題だと、

この問題についてはというふうに思っていますけれども、ここの委員が皆さん方は

女性が多いかなとは思いますが、その委員の皆さん方の男女の割合とかいうことに

限らずに、やはり今の情勢の変化、そういうものも含めた、それらが反映されるよ

うな行動計画になるように、いろんな意味で事務局側は情報提供するとかも含めて、

取り組んでいただきたいなと思うところです。ここに、所長さんはいないかも分か

らないような、西田所長さんもいないかもしれないけれども、その辺の引継ぎにつ

いては、私はお願いしたいなと思うところなんですけど、どんなふうにお考えでし

ょう。 

○土居委員長＝人権交流センター所長。 

○西田人権交流センター所長＝議員さんおっしゃるように、きちんとした格好で男女

が共に協働するように改定をしたいと考えております。この中、報償費の中では、

計画策定するに当たって、講演会というか、講師を招いての講演の場も計画をして

いるところでございます。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝宮田さん。 

○宮田委員＝市民課長にお伺いします。６５ページのマイナンバーカード交付事務費

ですけども、マイナンバーカード……。 

  〔「誰課長と言いました」「市民課長おらん」と呼ぶ者あり〕 

○宮田委員＝どうしましょう。失礼いたしました。 

○土居委員長＝ほかに。 

○西森元気創造課長＝ほかになければ、訂正をさせてください。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝先ほど、大﨑宏明議員さんから、まち全域がサービスエリア構

想推進事業に関して御質問いただいた中で、１件当たりの上限額２０万円、私が１

０件で２００万というような御説明をさせていただいたかと思いますけれども、予

算が１００万円でございまして、上限額２０万の事業で活用する場合５件と、件数

は５件ですので、訂正をよろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝ほかにございませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝宮田さん。 

○宮田委員＝すみません、先ほど大変失礼いたしました。企画政策課長にお伺いいた
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します。１４ページの個人番号カード交付に要する経費についてですが、マイナン

バーカードは今マイナポイントがもらえるということで、市の窓口のほうでもして

ますけども、マイナポイント５，０００円分を国から、市から２，０００円分で補

助があってということですけども、国からのほうの補助金が、システムですね、例

えば２万円分使ったら、初めて５，０００円ポイントで返ってくるっていうことで、

すごく何ていうか、クレジットカードを持っている人とか、電子マネーの電子決済

できるカードを持っている人とかでないと使えないっていうんで、物すごくそうい

うものを持たない人に対しては、非常に分かりにくい、使えないということがとて

もありますけども、チラシのほうでは、何かすぐにでも５，０００円がもらえるみ

たいな感じで、５，０００円、それと市からの２，０００円ということで、７，０

００円ももらえるみたいな雰囲気のチラシが配られたと思うんですけども、実際そ

れについては、ちょっとそれほどよかったものかなというふうにもちょっと考えて

おりますけども、このマイナンバーカードが作りたいというのは、国のほうの方針

でデジタル庁を立ち上げて、いろんな行政システムの事務システムを一元化しよう

という動きの中で、このマイナンバーカードが作られていると思います。それに対

して、今ですね、デジタル関連法案とかが審議されてますけども、いろんな間違い

があったりとか、本当に個人番号を管理していくということに対してのすごく不安

があるんですけども、そのことについてお聞きいたします。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝マイナンバー制度というのは、国の施策でやられておりますの

で、市としてどうのこうのとかなかなか言いづらいとこでございますが、やはり世

界の情勢を見ますと、やっぱりそういう個人番号を管理されてるところは、今回の

コロナ対策についても迅速な対応ができたというふうに思いますので、有効な制度

ではあるとは思います。以上です。 

○土居委員長＝ほかに。 

○宮田委員＝いいですか。 

○土居委員長＝宮田さん。 

○宮田委員＝個人番号を使うっていうことに対して、国からの特別給付金が支給され

るときにもすごく個人番号を使ってやる、照合させてやってる自治体は物すごく事

務に手間取って、結局暗証番号が分からなかったりして、本当に訳が分からなくな

って、結局須崎はそういうのはあまり使わなかって、もう窓口でどんどんどんどん

課のほうで頑張ってやっていった、すごく早かったと思うんですよ、マイナンバー

に頼らなかったので。これから使い勝手がいいようにとかいうことでされますけど

も、マイナンバーカードの縛りが税金と社会保障と災害の３つは縛る、その情報は

取ります。でもマイナンバーカードが発行するときの番号、発行番号というものに

対しては全然縛りがなくて、それを銀行の預金とひもづけたりもできるっていう物
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すごく心配があるんですけども、本当に果たして、このデジタル化、デジタル化っ

て言われますけども、それで、マイナンバーカード発行、マイナンバーカードの番

号自体には問題はないとしても、発行番号に対してすごく今問題が出てきてますの

で、これは国の施策だからといって、国からのお金が出るからといって、そのまま

進めていってもいいものかどうかっていうすごく心配されますので、ぜひその辺を

お考えいただきたいと思います。（発言する者あり）それで。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝マイナンバーカードのシステムそのものについては、先ほど御

答弁しましたように、国のほうで一元的に管理されてまして、市のほうには、端末

というか、そういうものしかございませんが、それについては十分なセキュリティ

ーを保った形で、情報が漏れないような形で運用したいと考えております。以上で

す。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ほかにございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ちょっと休憩取らせてください。 

 

午前１１時４６分 休憩 

午前１１時４７分 再開 

 

○土居委員長＝会議を元に戻します。 

 ほかにございませんか。 

 宮田さん。 

○宮田委員＝先ほど申し上げましたように、このマイナンバーカードについては、本

当に心配されるところですので、この予算に計上されていますけども、それを理由

にいたしまして、この一般会計予算について反対とさせていただきます。 

○豊島委員＝私は、その問題もありますし、やっぱりロゴスのキャンプ場整備に関し

ての予算出せるような状況でもないのに、数字的なものも議会への説明も十二分に

できないような段階で出すということ自体についても異議があるものですが、だか

らこそですよ、どういうふうな今後の運営状況になるか分からない、そういった点

も含めてですよね、この部分、もちろんマイナンバーカードもそうなんですけど、

賛成できるものではありません。 

○土居委員長＝ほかに。 

 それでは、御異議がありますので、挙手により採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 
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○土居委員長＝挙手多数であります。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 暫時の間休憩とします。 

 

午前１１時４８分 休憩 

午前１１時５７分 再開 

 

○土居委員長＝休憩前に引き続き会議を始めます。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１９号 令和３年度須崎市巡航船事業特別会計予算について 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第１９号令和３年度須崎市巡航船事業特別会計予

算についてを議題とします。 

 執行部の説明を求めます。 

 企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝市議案第１９号令和３年度須崎市巡航船事業特別会計予算につ

いて御説明を申し上げます。 

 議案書６８ページ、別冊令和３年度須崎市特別会計予算書１ページでございます。

令和３年度須崎市巡航船事業特別会計の予算は、第１条で、歳入歳出予算の総額を

それぞれ２，７８４万２，０００円と定め、第２条では、一時借入金の最高額を１，

０００万円と定める。 

 それでは、６ページ、事項別明細書の歳出から御説明いたします。１款１項巡航

船事業費１目運航費では、職員人件費２名分として１，６６９万９，０００円、巡

航船運航経費３８３万２，０００円、内訳の主なものとしましては、報償費８万４，

０００円は緊急時等の巡航船の曳航などの費用となっております。そのほか需用費

３０７万円は、主に燃料費や骨の修繕費、役務費５２万６，０００円は船舶の保険

料、工事請負費１３万８，０００円などとなっております。２目事務費では、事務

職員１名分の人件費で６４２万円、その他運航に係る事務経費として１８万７，０

００円となっております。２款１項公債費では、償還元金及び利子で２０万４，０

００円、３款予備費として５０万円を計上しております。 

 次に、歳入について御説明を申し上げます。４ページをお願いします。１款１項

事業収入１目運航船運賃収入では、乗客運賃収入等で８０万１，０００円、２款国

庫支出金２項国庫補助金で６２９万２，０００円、３款県支出金１項県補助金では

１，０５２万７，０００円、４款繰入金では、一般会計からの繰入金１，０２１万
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６，０００円、５款諸収入１項雑入６，０００円となっております。以上よろしく

お願いいたします。 

○土居委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 松田さん。 

○松田委員＝本年度の当初予算の特別会計に、今年度の予算に異議を申すことではな

いんですが、私の認識の中では、３年ほど前に職員さんが退職される日に巡航船の

運航をどうするのかっていうことを検討するということで認識をしておりました。

ところが、永遠にあの手この手、観光に利用したりとか、模索をされる中で継続を

していきゆうんですけれども、地元の声からも、もう７名の子供たちだけが利用し

ている中で、もうスクールバスも来ている中で、そろそろこの当初予算に上げてく

ること自体をしっかりと行革の中でもいろんな意見があるとは思いますが、職員さ

んのバランスも含めて、この予算の在り方についてちょっと担当課長の御意見を聞

かせてください。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝巡航船を運航する職員の定年へ向けまして、廃止の議論もされ

ておるところでございますが、先ほど松田議員おっしゃられた、最近観光に対する

引き合いも増えておりまして、今年についてはコロナの影響でかなり厳しいものが

ございますが、問合せもありまして、だんだんマスコミへの取上げも増えておりま

すので、なかなか即廃止というとこに現状踏み切れないというのが今の実情でござ

います。その中で、やはりかなり経費もかかりますことから、定期航路であるとか

離島航路であることが人件費の補助金の要件でもありますので、観光船だけに絞っ

てしまいますと、全て一般財源という形になってしまいますので、もういましばら

く検討させていただきたいというふうに考えています。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝いや、離島航路ありきで、国、県の補助金があるからということで、今

までずっと延命をしてきた。現実にやけど、子供たちの通学路の確保というのが大

前提の目的であって、何のために運航しゆうかいったら観光のためにやっているわ

けではなくって、子供たちの通学路の確保ということで、巡航船に関しては認識を

しています。スクールバスがこれだけ、下中山、池ノ浦、福良もリカバリーできる

段階で、両方いけるように公費を使うことに関して、巡航船はしっかりともう３年

後にはもう廃止をするんだとか、あるいはもう離島航路外れて、あくまで遊覧船的

な観光としていちいち観光用だけでやるんであれば、それもあるでしょうし、経営

の在り方として、職員さんが運航する指定管理でもっとコストを削減する方法であ

ったりとか、それを検討してきた結果をもう少し具体的に示してほしいと思います

けれども。 
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○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝その指定管理、運航委託等についてでそうですが、それについ

て、なかなかやっぱり船員の確保というのが大変厳しい状況でございますので、今

年度については、そこの部分についてはちょっと検討は進んでおりません。今後、

やはり１０年先、２０年先というお話ではなくって、もっと短期間の間に廃止とい

うような方向性というのは出したいというふうには考えております。以上です。 

○土居委員長＝松田さん。 

○松田委員＝課長の意見、まだまだ中長期的な回答なので、地元の漁業者、あるいは

当然漁師さんたちからの意見で、自分たちでそれは操業もできる方々が遊漁船免許

を持ってて、いかだへ渡す方々は遊漁船、人を乗せる船もあるわけです。そういっ

たことを検討することは離島の子供たちの移動手段の在り方として、３，０００万

近く予算組んで、離島航路の補助金があるからといって延命するんではなくて、し

っかりとそこは地元の声はもういいよという声も十分あるので、そこは一年一年、

今年の当初予算に反対しませんので、来年度同じ上がり方やったらちょっと異議も

あると思うんで、しっかりと検討材料を出してほしいです。 

○土居委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２０号 令和３年度須崎市バス事業特別会計予算について 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第２０号令和３年度須崎市バス事業特別会計予算

についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝市議案第２０号令和３年度須崎市バス事業特別会計予算につき

まして御説明を申し上げます。 

 議案書６９ページ、特別会計予算書１３ページでございます。令和３年度須崎市

バス事業特別会計の予算は、第１条で、歳入歳出予算総額をそれぞれ１，８５５万

６，０００円に定め、第２条では、一時借入金の最高額を１，０００万円と定めて
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おります。 

 次に、１８ページ、事項別明細書歳出から御説明いたします。１款１項バス事業

費１目運行費、バスの運行経費１，７５８万５，０００円の主なものは、需用費５

０万円は修繕費、役務費１５万６，０００円は保険料ほか、委託料ではバス運行費、

バス停等の管理委託料として１，６１１万３，０００円、備品購入費ではベンチの

購入費７６万６，０００円、その他運行に要する経費となっています。２目事務費

では、バス運行事務経費として、需用費など１万２，０００円となっています。２

款１項公債費１目元金では、償還元金４４万８，０００円。 

 １９ページに移りまして、２目利子１万１，０００円。３款予備費として５０万

円計上しています。これらに充当する財源でございますが、１６ページに戻ってい

ただきまして、１款事業収入１項バス運賃収入の４１８万６，０００円、２款国庫

支出金１項国庫補助金３７８万２，０００円、３款県支出金１目県補助金３８万３，

０００円、４款繰入金では一般会計からの繰入金として１，０１６万９，０００円、

５款諸収入３万６，０００円となっています。以上よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝バス停の話なんですけれども、高齢者の人などがですよね、例えば行く

ときは辛うじてバス停まで行っても、帰るときには買物をして重たいから、自由乗

降の区間をつくってもらいたいと、そんな声もあるのですが、それともうちょっと

利用料金も、乗車、バス代か、それも安うにできんかっていうふうなことなんかあ

るんですが、やっぱり高齢の方が乗られているので、結構バス代も高くなるわけで

すよね。そんなことについてはどんなふうにお考えでしょうか。乗りやすい状況を

つくるという意味で。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝今年、地域公共交通、一般会計のほうにございます公共交通の

計画策定ございますが、その中で市営バスも含めて、様々な面を検討したいと考え

ておりますので、その中で検討していきたいと考えております。 

○土居委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 



令和 ２年度 ３月定例会 総務委員会 

 

50 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２９号 令和２年度須崎市一般会計補正予算（第１１号）に 

ついて《分割》 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第２９号令和２年度須崎市一般会計補正予算（第

１１号）についてのうち、当委員会付託分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○梅原総務課長＝市議案第２９号令和２年度須崎市一般会計補正予算（第１１号）の

総務課所管分について御説明をさせていただきます。 

 別冊令和２年度須崎市補正予算書、令和３年３月補正の１７ページをお開きくだ

さい。第２款総務費第１項総務管理費第５目財産管理費、市有財産管理費更正で、

電話料及び草刈り等手数料といたしまして１０５万９，０００円。 

 続きまして、１８ページ、第９目諸費でございますが、生活保護費等国庫負担金

や障害者自立支援給付費国庫負担金などの国庫返還金が６，７１８万９，０００円

の補正となっております。 

 続きまして、５ページにお戻りいただきまして、第２表繰越明許費補正でござい

ますが、第２款総務費第１項総務管理費、地方創生臨時交付金事業費の出退勤等管

理システム導入事業につきまして、翌年度に繰り越す必要生じましたことから減額

補正をお願いするものでございます。金額は１，７００万円余でございます。 

 次に、９ページの第４表地方債補正でございますが、防災・減災国土強靱化緊急

対策事業、学校施設等整備事業、減収補てん債をそれぞれ記載のとおり追加をいた

しまして、過疎対策事業につきましては限度額を１，６８０万円減額し、起債総額

を２０億１，９６０万円に変更しようとするものでございます。総務課所管分は以

上でございます。 

○土居委員長＝企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝それでは、企画政策課所管分について御説明を申し上げます。

別冊補正予算書５ページ、繰越明許費補正でございます。２款総務費１項総務管理

費の４行目及び５行目にございます。地方創生臨時交付金事業費、光ファイバーの

整備事業費につきましては、工期の関係で翌年度に繰り越す必要が生じたものです。

また、地方創生臨時交付金事業費、移動販売車両購入支援事業につきましては、こ

の３月補正予算で計上したもので、事業完了が翌年度となることから繰り越す必要

が生じたものです。 

 次に、１８ページをお開きください。２款総務費１項総務管理費１目企画費、説

明欄の最後にある地方創生臨時交付金事業費、移動販売車両購入支援事業につきま
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しては、株式会社サンプラザが運営しております移動販売ハッピーライナーの車両

の老朽化に伴い、新規車両購入に補助しようとするものであります。県が補助主体

となり、巡回している１５市町が県に負担金を支払うものです。負担割合は県、市

町村、事業主体がそれぞれ３分の１ずつで、総事業費６，２７０万円にいたしまし

て、須崎市の負担額は１３９万３，０００円となっております。 

 次に、３０ページをお願いします。１３款諸支出金１項公営企業費２目バス事業

特別会計繰出金は、バス事業特別会計の繰入金が歳入の更正により、一般会計の繰

出金を３２万２，０００円増額するものです。以上よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝元気創造課長。 

○西森元気創造課長＝元気創造課分の補正について御説明いたします。 

 補正予算書の１８ページ、第２款総務費第１項総務管理費第６目企画費、すさき

がすきさ応援事業費３億３，３４９万９，０００円の補正は、ふるさと納税額の増

加に伴う必要経費の増額でございまして、郵便料として９２０万５，０００円、ワ

ンストップ特例申請書の郵送料として２０９万円、ヤフー、楽天等のふるさと納税

決算等手数料が２，６５７万２，０００円、「さとふる」、ふるさとチョイス等に

おけるふるさと納税受付業務等委託料として３，１３２万２，０００円、株式会社

株式会社パンクチュアルへのふるさと納税商品企画委託料が２，６４０万円、返礼

品代金送料等として発送委託料が２億４，０００万円、基金への積立金が２億６，

６５０万１，０００円となっております。 

 次に、予算書２５ページに移りまして、第７款商工費第１項商工費第２目商工振

興費３６５万円の減額は、１２月に行いました夜間に酒類を提供している事業者に

対し支給した須崎市臨時支援給付金の給付実績に基づく減額でございまして、この

事業では８５の事業者に対して、総額３，１３０万６，０００円を給付いたしてお

ります。次の地方創生臨時交付金事業費、商店街調査事業３００万円につきまして

は、人口減少や大型店舗への顧客流出等に加え、今般のコロナ禍の影響により活力

の低下が顕著となっております。市街地商店街の空き店舗について所有者や管理者

などから貸出しの意向確認や建物改修の必要性等について現場確認を行い、再利用

を目指すことによって、商店街活性化の一路とすることを目的とするものでありま

して、おおむね須崎駅前から旧ゆたか店に至る商店街を調査区域とするものでござ

います。 

 次に、第３目観光費のうち遊漁船業等振興事業費補助金２００万円の減額は、県

補助金が確保できなかったことによる減額でございまして、予定をしておりました

遊漁船の改修については、須崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略により実施をす

ることといたしております。また、高幡広域観光推進事業３５万３，０００円の減

額は、じも旅キャンペーンの事務費精算に伴う減額でございます。次の観光拠点等

整備事業６，０６８万８，０００円のうち、２，０９２万３，０００円は地方創生
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臨時交付金を活用し、ウィズコロナ、アフターコロナ社会における自然体験型観光

資源として、坂内カヌー場とシーパーク大島、鳴無地区の３点をカヌーによる周遊

コースと位置づけまして、この３点の中で唯一公衆トイレのない鳴無地区へのトイ

レ設置費用として１，０００万円、カヌー乗降用の浮き桟橋設置費用として１，０

９２万３，０００円を計上いたしております。なお、残る３，９７６万５，０００

円につきましては、生涯学習課が所管しております坂内カヌー場の乗降用桟橋老朽

化に伴う改修費用でございます。 

 次に、予算書の５ページにお返りいただきまして、繰越明許費補正、２行目の集

落活動センター事業費６，１５１万２，０００円は、安和のセンター建設に要する

費用でございまして、繰越しをいたしました上で、本年８月の事業完了を予定をい

たしております。 

 また、６ページの第７款商工費、商店街調査事業３００万円と観光拠点整備事業

６，０６８万８，０００円のうち２，０９０万３，０００円は、先ほど御説明申し

上げました事業に関する経費でございまして、全額を繰り越すことといたしており

ます。以上よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝プロジェクト推進室長。 

○奥田プロジェクト推進室長＝それでは、プロジェクト推進室所管分について御説明

申し上げます。 

 別冊補正予算１８ページをご覧ください。６目企画費の説明欄の丸印の下から３

つ目でございます。特別定額給付金給付事業費更正の減７４０万円、それからその

下、特別定額給付金給付事務費更正減２，２３０万円、それぞれ減額となっており

ます。これは、いわゆる１０万円の寄附事業に関しまして、事業費が確定したため、

それぞれ減額を行うものでございます。 

 次に、５ページをお開きください。第２表繰越明許費補正でございます。２款総

務費１項総務管理費の事業名、上から３つ目、地方創生臨時交付金事業費、カヌー

合宿助成事業１５０万２，０００円は、これは地方創生臨時交付金を活用して、い

わゆるコロナによって利用者あるいは収益が減少した市内の宿泊業の支援のために、

全国からカヌーの合宿を呼び込んで、そうしたことに対応していこうというプラン

でございましたが、そもそもコロナの影響によって利用者が非常に少のうございま

して、これを繰り越して継続して実施をさせていただこうという事業でございます。

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○土居委員長＝地震・防災課長。 

○久万地震・防災課長＝地震・防災課です。よろしくお願いします。 

 別冊の補正予算書２６ページ下段から、２７ページ上段をお開きください。９款

消防費１項消防費１目常備消防費は、高幡消防組合の負担金更正減で１，２６１万

５，０００円の減額となっております。２目非常備消防費２００万円の更正減は消
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防団報酬と操法大会中止による減額でございます。 

 次に、５ページをお開きください。５ページ、２款総務費１項総務管理費、地域

防災施設整備事業費９６１万８，０００円、妙見、安和の避難道整備に係る工事の

遅れを生じておることによる繰越しであります。地域防災体制整備支援事業費１９

万円、各転倒防止金具取付け委託料でございます。木造住宅耐震化促進事業費１，

４４９万２，０００円は、先ほど当初のほうでも言いましたとおり、住宅耐震診断

改修補助金でございまして、本年は申請数が少なかったことで次年度への繰越しを

しております。続きまして、建築物耐震対策緊急促進事業４２２万８，０００円、

こちらにつきましては、県が指定する緊急輸送道路沿道の建築物の耐震設計にて時

間を要したもので繰り越しております。続きまして、ブロック塀耐震対策事業費１

０７万２，０００円、老朽住宅等除却事業費５５３万６，０００円の補助金につき

ましては、判定委託先の判定業務及び申請者の除却工事着工に遅れを生じたもので

ありまして繰越しをしております。 

 続きまして、６ページ、９款消防費１項消防費、消防防災設備整備事業費２，８

００万円は消防団ポンプ車の購入費でございまして、今現在車両を鋭意製作中とい

うことでございます。 

 続きまして、８ページ、第３表債務負担行為補正でございます。７段目、救急業

務協定負担金２３０万円、浦ノ内東部地区への土佐市消防署の救急応援出動に対す

る負担金でございます。次の段になります。海岸門扉委託料２３５万円、県より管

理委託されているものでございます。期間はいずれも議決日から令和３年度までで

ございます。以上でございます。よろしくお願いします。 

○土居委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３０号 令和２年度須崎市バス事業特別会計補正予算（第２ 

号）について 

 

○土居委員長＝続きまして、市議案第３０号令和２年度須崎市バス事業特別会計補正
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予算（第２号）についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 企画政策課長。 

○北川企画政策課長＝市議案第３０号令和２年度須崎市バス事業特別会計補正予算

（第２号）について御説明を申し上げます。 

 議案書７９ページ、別冊令和２年度須崎市補正予算書、令和３年３月補正の３４

ページでございます。今回の補正は決算見込みより歳入額を各款の額の更正     

でございます。 

 ３７ページの事項別明細書歳入を御覧ください。１款事業収入１項バス運賃収入

１目運賃収入は５７万９，０００円の減。２款国庫支出金１項国庫補助金１目バス

事業費国庫補助金は２５万７，０００円の減。３款繰入金１項他会計繰入金は３２

万２，０００円の増でございます。 

 次の３８ページは、歳入の増減による財源更正となっております。以上よろしく

お願いします。 

○土居委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  陳情第２２号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める陳情 

 

○土居委員長＝続きまして、今回受理しました陳情の審査に入ります。 

 既に陳情文書表をお配りしておりますので、陳情の朗読は省略をいたします。 

 陳情第２２号選択的夫婦別姓制度の導入を求める陳情を議題といたします。議員

の皆さんの御意見をお伺いします。 

 宮田さん。 

○宮田委員＝この選択的夫婦別姓制度は、国会でも大分審議いただいていますが、今

時代の流れとして、大変求めている方が多いです。法学者や弁護士も1,000人が     

賛同の署名集めたりとかされてまして、この選択的夫婦別姓は導入されても同姓に

なる方が大半だと思われます。ですので、いろいろ不便を感じている方たくさん出
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ていってますので、やはりこの陳情は採択するべきだと思います。 

  〔「同じく」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝ほかにございませんか。 

 ないようですので、陳情第２２号を採決いたします。 

 本陳情を採択することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。本陳情は採択することに決しました。 

 なお、意見書議案の提出につきましては、委員長が提出者、委員が賛成者となっ

て提出すること及び意見書案は委員長に一任させていただくことに御異議ありませ

んか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝御異議なしと認めます。よって、そのようにさせていただきます。 

 以上、当委員会で審議すべき議案は終了いたしましたが、ほかに何かございませ

んか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○土居委員長＝なければ、以上で総務委員会を散会いたします。 

 なお、陳情採択されましたので、委員の皆さん、後で署名をお願いをします。以

上で終わります。 

 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○午後 ０時２７分 散会 


